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市役所代表

こきんちゃん

市制施行５０周年を記念し、本市の
名誉市民である宮崎駿氏（スタジ
オジブリ）に描いていただいた市
のイメージキャラクターです。

/41
市税の納付は、便利な口座振替
をご利用ください。

市税で築く明るいまち

　市民の皆様におかれましては、インフルエンザ予防と同様の 咳 エチケットや手洗いなどの感染症対策をお願いいたします（９面参照）。特に高齢の方
せき

や基礎疾患等をお持ちの方については、人込みの多いところや不要不急の外出をできるだけ避けるなど、より一層のご注意をお願いいたします。

新型コロナウイルスに関するお知らせ
 健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
情
報
に

つ
い
て

①「自転車保険」などの名称で販売している傷害保険とのセット商品、②自動車保険・火災保険・
傷害保険の特約、③クレジットカードなどの付帯保険、④会社などの団体保険、⑤PTAの保険など
学校・大学で加入募集を受ける保険、⑥交通安全協会の自転車会員として加入している保険

下記①～⑥のいずれかの保険に加入している（保険証券などで確認）

加入している保険に個人賠償責任保険が付帯されている

自転車損害賠償保険等に
加入済みです

いいえわからない

契約している保険会社・
共済にご確認ください

自転車損害賠償保険等への
加入が必要です

個人賠償責任保険に加入している、
または自転車にTSマーク（点検日から１年以内）が貼られている

はい わからない いいえ

はい

はい

いいえ

　

都
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
自
転

車
利
用
中
の
事
故
で
他
人
に
け
が

を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
の

損
害
を
賠
償
で
き
る
、
自
転
車
損

害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
。
左
図
を
参
考
に
、

万
一
の
自
転
車
事
故
に
備
え
、
保

険
の
加
入
状
況
・
補
償
内
容
（
補

償
額
・
示
談
交
渉
等
）
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

都
内
の
自
転
車
利
用
者
（
未
成

年
者
が
利
用
す
る
場
合
は
保
護

者
）
と
、
自
転
車
を
業
務
で
使
用

す
る
事
業
者

 

保
険
の
義
務
化
に
つ
い
て
＝
都

都
民
安
全
推
進
本
部
総
合
推
進
部

交
通
安
全
課
（
☎　

儿
５
３
８
８

０３

儿
３
１
２
７
）
、
自
転
車
対
策
に

つ
い
て
＝
市
交
通
対
策
課
交
通
対

策
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５
０
）

０４２

３８７

対問

４
月
１
日
よ
り
自
転
車
損
害
賠
償

４
月
１
日
よ
り
自
転
車
損
害
賠
償
保保

険
等
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま

険
等
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
すす

%
%

%
%
%
%
%
%
%

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント
等が中止または内容が変更になる場合があります
　最新の情報については、事前に各担当部署や主催者にお問い合わせいた
だくか、市ホームページをご確認ください。関連情報については市ホーム
ページ（上記ＱＲコード）にまとめて掲載しています。　

新型コロナウイルス感染症の影響により納付が困難
な方へ
　納期限内に納付できない事情がある場合や納付等の相談がある場合は担
当課へご連絡ください。

渇発熱や咳など体調不良を感じたら、まずかかりつけ医に電話で、受
診のタイミングや家庭での過ごし方等について相談してください。
渇受診の際は、マスク着用をお願いします。
渇ＰＣＲ検査は、肺炎など重症の方から実施されます。軽症の方には
実施されない場合もあります。
渇受診相談の目安は熱や咳が４日以上（基礎疾患を有する方は２日以
上）続く場合です。上記を満たさない場合でも、心配な方は遠慮な
くかかりつけ医にご相談ください。また、受診の際には、事前に医
療機関に電話をしてから受診をしてください。
渇一度受診したら、受診先を変えず一か所の医療機関に継続して受診
してください。
渇①換気の悪い密閉空間②多数が集まる密集場所③間近で会話や発声
をする密接場面の３条件がそろう場所は、集団感染の発生リスクが
高まりますので、できるだけ避けていただきますようお願いしま
す。

市民の皆様へ

新型コロナウイルスに関する感染の予防、心配な症状や対応
など

厚生労働省電話相談窓口（☎０１２０−５６５６５３）
東京都電話相談窓口（ナビダイヤル☎０５７０−５５０５７１）
※いずれも午前９時〜午後９時（土曜・日曜・祝日も実施）

３７.５度以上の発熱が４日以上続いている方（高齢者、持病のあ
る方は連続して２日程度） 
強いだるさ（ 倦 怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある方 

けん

のいずれかに該当する場合
帰国者・接触者電話相談センター＝東京都多摩府中保健所（☎０４２−
３６２−２３３４※月曜〜金曜日午前９時〜午後５時）
都・特別区・八王子市・町田市合同電話相談センター（☎０３−５３２０−
４５９２※月曜〜金曜日午後５時〜翌日午前９時、土曜・日曜・祝日は終日）

電話相談窓口



2・4・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 2

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。
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　２月１９日に、令和２年第１回市議会定例会の冒頭、西
岡真一郎市長が、令和２年度の施政方針演説を行いまし
た。
　その中で市長は、小金井市の未来と市政運営のために
全力で取り組む決意を表明しました。

　ここにその要旨をご紹介します。なお、全文は、企画
政策課でご覧いただけるほか、市ホームページで公開し
ています。
 企画政策課企画政策係（市役所本庁舎２階☎０４２−３８７
−９８００）
問

 　

は
じ
め
に
、
市
政
の
最
優
先
課

題
で
あ
る
可
燃
ご
み
の
処
理
に
つ

い
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
可

燃
ご
み
の
処
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
日
野
市
の
ご
理
解
の
も
と
、

国
分
寺
市
、
小
金
井
市
の
３
市
で

設
立
し
た
浅
川
清
流
環
境
組
合
に

お
い
て
、
平
成　

年　

月
か
ら
日

２９

１１

野
市
内
に
て
新
可
燃
ご
み
処
理
施

設
の
建
築
工
事
を
開
始
し
、
昨
年

　

月
か
ら
試
運
転
に
伴
う
可
燃
ご

１２み
の
全
量
搬
入
が
開
始
さ
れ
、
本

年
４
月
か
ら
本
格
稼
働
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
市
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
共
同
処
理
が
円

滑
に
進
む
よ
う
与
え
ら
れ
た
役
割

の
重
大
さ
を
認
識
し
、
誠
実
に
責

任
を
果
た
す
べ
く
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。
新
施
設
周

辺
に
お
住
ま
い
の
皆
様
を
は
じ
め

と
し
た
日
野
市
民
の
皆
様
お
よ
び

関
係
者
の
皆
様
へ
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、　

年
間
に
及
ぶ
本
市
の

１３

可
燃
ご
み
の
処
理
に
係
る
ご
支
援

に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た

す
べ
て
の
施
設
周
辺
に
お
住
ま
い

の
皆
様
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

併
せ
ま
し
て
、
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
の
運
営
に
つ
い
て
、
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
日
の
出
町
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

続
い
て
、
市
政
運
営
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
方
針
お
よ
び
主
要
な

事
業
に
つ
い
て
、申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
初
に
、
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

で
す
。
本
市
長
年
の
課
題
で
あ
っ

た
市
庁
舎
問
題
を
解
決
す
べ
く
、

新
庁
舎
と
（
仮
称
）
新
福
祉
会
館

を
合
わ
せ
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ

１　

は
じ
め
に

っ
て
本
市
の
総
合
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
基
盤
を
築
く
こ
と
を
め
ざ
し
、

基
本
設
計
を
進
め
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
、
基
本
設
計
案
に
つ
い
て
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る

な
ど
、
施
設
概
要
の
取
り
ま
と
め

に
向
け
た
最
終
段
階
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
庁
舎
と
複
合
施
設
で
は
、

自
治
体
の
重
要
な
責
務
の
一
つ
で

あ
る
災
害
発
生
時
に
お
け
る
市
民

の
皆
様
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
・

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
内

外
に
交
流
の
場
と
な
る
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様

に
長
く
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ

う
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
本
市
の
ご
み
処
理
に
つ

き
ま
し
て
は
、
循
環
型
都
市
「
ご

み
ゼ
ロ
タ
ウ
ン
小
金
井
」
の
実
現

に
向
け
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
、
３
Ｒ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
食

品
ロ
ス
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
２

０
２
０
運
動
」
を
引
き
続
き
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
安
心
・
安
全
・
安

定
的
な
適
正
処
理
を
推
進
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
不
燃
ご
み
、
粗

大
ご
み
お
よ
び
資
源
物
の
適
正
な

処
理
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
現

在
、
整
備
事
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
安
全
、
安
心

で
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
日
常
生
活
の
基
盤
を
整
え
る

と
と
も
に
、
子
育
て
環
境
日
本
一

を
め
ざ
し
た
子
育
ち
・
子
育
て
・
教

育
環
境
の
向
上
や
少
子
高
齢
化
の

進
行
を
見
据
え
た
高
齢
者
福
祉
の

充
実
な
ど
、誰
も
が
自
分
ら
し
く
、

生
き
生
き
と
心
豊
か
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
財
政
改

革
の
推
進
が
引
き
続
き
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
「
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
を

進
め
、
平
成　

年
度
か
ら
令
和
２

２９

年
度
末
ま
で
の
財
政
効
果
は
約
７

億
円
、
職
員
削
減
は　

人
の
見
込

３６

み
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
、
福

祉
保
健
部
・
子
ど
も
家
庭
部
等
に

　

人
を
重
点
配
置
し
て
ま
い
り
ま

１４し
た
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
２８

度
に
策
定
し
ま
し
た
「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
の
改
定
に
向

け
た
取
り
組
み
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
ず
令
和
２
年
度
は
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
公
共
施

設
の
状
況
を
踏
ま
え
た
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
実
施
計
画
と
し
て
個
別
施

設
計
画
の
取
り
ま
と
め
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
「
第
４
次
基

本
構
想
・
後
期
基
本
計
画
」
の
最

終
年
度
に
当
た
り
ま
す
。
将
来
の

さ
ら
な
る
少
子
高
齢
化
な
ど
を
踏

ま
え
、
令
和
３
年
度
か
ら
始
ま
る

　

年
間
の
新
た
な
市
政
運
営
の
指

１０針
に
つ
い
て
熟
慮
を
重
ね
、
市
民

の
し
あ
わ
せ
の
増
進
の
実
現
に
向

け
て
「
第
５
次
基
本
構
想
・
前
期

基
本
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
待
望
の
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
市
内
の
東
西
を
結
ぶ
聖
火
リ

レ
ー
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も

に
、自
転
車
競
技（
ロ
ー
ド
）で
は
、

東
八
道
路
お
よ
び
小
金
井
街
道
が

コ
ー
ス
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、

競
技
実
施
等
に
伴
う
安
全
配
慮
や

機
運
醸
成
な
ど
大
会
の
成
功
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 
【
令
和
２
年
度
予
算
の
概
要
】

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
起
債
の

抑
制
と
基
金
の
積
立
を
積
極
的
に

行
い
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

構
築
に
努
め
て
き
た
結
果
、
平
成

　

年
度
決
算
に
お
い
て
も
実
質
公

３０債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
等
は

改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
単
年

度
に
お
け
る
財
政
構
造
の
弾
力
性

等
を
示
す
経
常
収
支
比
率
か
ら
は

厳
し
い
財
政
状
況
が
明
ら
か
で
あ

り
、
財
政
規
律
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
政

の
実
現
に
向
け
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
推
進
に
も
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
令
和
２

年
度
予
算
は
、
一
般
会
計　

億
２

４３５

千　

万
円
、
前
年
度
対
比
２
億
９

７００
千　

万
円
、
０
・
７
％
の
減
、
特

８００
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
全
会
計
で
は　

億　

万

６７０

７０３

１
千
円
で
、
前
年
度
対
比
３
億　
５１６

万
３
千
円
、
０
・
５
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

【
市
政
運
営
の
基
本
政
策
】

■
自
然
・
ま
ち
・
暮
ら
し
が
調
和

す
る
ま
ち
づ
く
り

　

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口

第
２
地
区
再
開
発
事
業
の
施
設 
竣 

し
ゅ
ん

工
が
本
年
５
月
と
い
よ
い
よ
間
近

に
迫
り
、
周
囲
か
ら
は
、
は
け
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
美
し
い
植
栽
の
姿

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
６
月
に
は
商
業
施
設

の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
駅
北
口
に
つ
き
ま

し
て
も
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
に

２　

令
和
２
年
度
予
算
の
概

要
と
市
政
運
営
の
基
本
政
策

ぎ
わ
い
の
拠
点
の
再
生
に
向
け

て
、
再
開
発
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
東
小
金
井
駅
北
口
の
土
地
区

画
整
理
事
業
で
は
駅
前
広
場
の
バ

ス
シ
ェ
ル
タ
ー
や
電
線
地
中
化
の

工
事
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
２
年

度
に
は
市
民
参
加
に
よ
る
駅
前
広

場
と
都
市
計
画
道
路
の
樹
種
選
定

や
奉
仕
団
体
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ

い
た
時
計
塔
の
設
置
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

み
ど
り
と
水
を
は
じ
め
と
す
る

か
け
が
え
の
な
い
地
域
環
境
を
確

保
し
、
本
市
の
魅
力
を
将
来
世
代

へ
継
承
し
て
い
く
た
め
、
「
環
境

基
本
計
画
」の
改
定
に
取
り
組
み
、

環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
地

の
保
全
や
緑
化
の
推
進
に
関
す
る

「
緑
の
基
本
計
画
」
お
よ
び
気
候

変
動
に
伴
う
昨
今
の
異
常
気
象
等

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
に
対
応

す
る
施
策
も
盛
り
込
ん
だ
「
地
球

温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
」
の

改
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
後
も

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
き

ま
し
て
は
、
生
活
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
産
業
の
育
成
等
を
め
ざ
し
、

「
産
業
振
興
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
将
来
を
見
据
え
た
実
効
性

あ
る
農
業
振
興
施
策
や
農
地
の
保

全
に
寄
与
す
る
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
、
新
た
な
農
業
振
興
計

画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
市
民
農
園
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
３
年
４
月
に
（
仮
称
）

ぬ
く
い
き
た
第
２
市
民
農
園
の
開

園
を
予
定
し
て
お
り
、
都
市
農
業

へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
地
域
に
お
け
る
安
全
、
安

心
な
暮
ら
し
に
つ
い
て
で
す
。
ま

ず
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る

た
め
に
昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
消
防
団
員
の
方

々
と
そ
の
ご
家
族
、
関
係
者
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
地
震
や
風
水
害
な
ど
に
よ
る

災
害
か
ら
一
つ
で
も
多
く
の
命
と

貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

「
自
助
」
と
「
共
助
」
の
２
つ
の

理
念
に
立
つ
市
民
と
「
公
助
」
の

役
割
を
果
た
す
市
と
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
責
務
と
役
割
を
明
ら
か
に
し

た
う
え
で
、
連
携
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
防
犯
面
に
お
い
て
は
、

市
、
市
民
、
事
業
者
、
警
察
等
が

相
互
の
連
携
を
深
め
、
円
滑
か
つ

効
果
的
な
防
犯
協
力
体
制
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

再
編
事
業
、
無
電
柱
化
推
進
な
ど

市
民
の
皆
様
の
安
全
性
、利
便
性
、

快
適
性
を
向
上
す
る
取
り
組
み
に

努
め
ま
す
。
都
市
計
画
道
路
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年　

月
１０

に
東
京
都
知
事
あ
て
に
要
望
書
を

提
出
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
、
市

民
の
皆
様
の
十
分
な
ご
理
解
や
環

境
へ
の
配
慮
な
ど
に
留
意
し
、
適

切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
構
想
に
即
し
た
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
住
環
境
等

の
実
現
に
向
け
て
、
令
和
４
年
度

か
ら
の
新
た
な
「
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」お
よ
び「
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。住
み
や
す
い
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
少
子
高
齢
化
の
到
来

な
ど
長
期
的
視
点
を
踏
ま
え
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り

令和2年度施政方令和2年度施政方針針
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と
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、

子
ど
も
な
ど
す
べ
て
の
人
々
が
地

域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に

つ
く
り
、
高
め
合
う
こ
と
の
で
き

る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
福
祉

総
合
相
談
窓
口
の
整
備
を
進
め
、

（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
で
の
本
稼

働
に
向
け
、
本
年　

月
に
は
社
会

１０

福
祉
協
議
会
内
で
の
試
行
を
開
始

い
た
し
ま
す
。

　

介
護
・
医
療
・
介
護
予
防
・
住

ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
深
化
・
推
進
を
図
る
べ
く
、

介
護
予
防
・
重
度
化
防
止
、
地
域

で
自
立
し
て
暮
ら
し
続
け
る
仕
組

み
づ
く
り
、
地
域
で
支
え
合
う
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族

の
視
点
を
重
視
し
、
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
、
認
知
症
高
齢
者
の

方
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
施
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成　

年　

月
１
日
に
施
行

３０

１０

し
た
、
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
学
び
共
に
生
き
る
社
会

を
目
指
す
小
金
井
市
条
例
」
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
障
が
い

の
理
解
促
進
、
普
及
啓
発
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
生
活
に
お

い
て
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家

族
の
緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
の
た
め
、
市
内
の
福
祉

関
係
機
関
等
と
連
携
・
協
力
し
、

地
域
生
活
支
援
拠
点
と
し
て
必
要

な
機
能
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、
新
た
に
住
宅
入
居
等
支
援
事

業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
・
医
療
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
は
、
長
寿
社
会
に
お
い

て
、
誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康

で
質
の
高
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
医
師
会
、
歯
科
医

師
会
、
薬
剤
師
会
な
ど
の
関
連
団

体
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
新
た
に
、
個
別
胃

が
ん
検
診
、
子
ど
も
・
高
齢
者
向

け
の
歯
科
相
談
、
休
日
薬
局
２
局

体
制
、
母
子
へ
の
心
身
の
ケ
ア
や

育
児
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
産
後
ケ
ア

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
１
月

か
ら
国
内
で
も
感
染
者
が
確
認
さ

れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
も

東
京
都
と
連
携
を
図
り
感
染
の
拡

大
に
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
多

様
性
を
認
め
合
い
誰
も
が
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
め
ざ
す
取
り
組
み
と
し
て
、
本

年
秋
頃
か
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

男
女
共
同
参
画
施
策
の
計
画
的
実

施
の
た
め
、
「
男
女
共
同
参
画
行

動
計
画
」
の
改
定
に
取
り
組
み
ま

す
。
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
は
、
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
の
国
際
交
流
事
業

を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
外
国
籍
市

民
と
の
交
流
を
図
り
、
理
解
を
深

め
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
関
す
る
施
策
に
つ

い
て
は
、
誰
も
が
学
び
を
通
し
て

さ
ら
に
豊
か
な
人
生
を
送
れ
る
よ

う
、
年
齢
、
障
が
い
の
有
無
、
経

済
状
況
、
国
籍
な
ど
に
関
わ
ら
ず

参
加
で
き
る
学
習
機
会
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

■
子
ど
も
が
子
ど
も
ら
し
く
、
の

び
の
び
と
育
つ
ま
ち
づ
く
り

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
、切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
と
教
育

環
境
の
向
上
に
よ
っ
て
、子
育
て
世

代
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ま
ち
で
あ

る
と
と
も
に
、一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
住
み
や
す

い
ま
ち
を
め
ざ
し
、さ
ら
な
る
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
き
ま
し

て
は
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
め
ざ
し

て
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
新
規
施
設
の
開
園
や
既

存
園
の
定
員
拡
充
な
ど
に
よ
り
、

平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年
４

２７

３１

月
に
か
け
て
、
千
人
を
超
え
る
定

員
増
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
平
成　

年
４
月
の

３１

待
機
児
童
は　

人
で
あ
り
、
い
ま

１１１

だ
待
機
児
童
の
解
消
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
後
５
年
間
で
さ

ら
に
千
人
の
定
員
増
を
図
る
な

ど
、
引
き
続
き
保
育
定
員
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

令
和
元
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
さ
ら

な
る
拡
充
に
向
け
た
準
備
を
進
め

る
な
ど
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
所
の
利
用
者
増
加
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
児
童
の
安
全

性
、
保
育
の
質
に
留
意
し
た
保
育

環
境
整
備
を
柔
軟
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し

て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
に
つ

き
ま
し
て
は
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
、
学
校
と
地

域
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
地
域
全

体
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長

を
支
え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活

性
化
も
め
ざ
す
地
域
学
校
協
働
活

動
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
権
利
を
守
る

た
め
、
子
ど
も
の
声
に
寄
り
添
い

子
ど
も
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る

救
済
機
関
と
し
て
、
（
仮
称
）
子

ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
令
和

４
年
度
設
置
に
向
け
て
準
備
を
進

め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
国

際
社
会
に
生
き
、
社
会
の
変
化
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
自
分
の
良
さ

や
可
能
性
が
認
識
で
き
る
自
己
肯

定
感
を
は
ぐ
く
み
、
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
個
性
と
創
造
力
を
伸

ば
す
教
育
を
重
視
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
は
全
面
実
施
さ

れ
る
新
し
い
小
学
校
学
習
指
導
要

領
に
基
づ
き
、
外
国
人
に
よ
る
英

語
指
導
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
集
大
成
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
イ
ン
ド
、

障
が
い
者
理
解
、
ス
ポ
ー
ツ
志

向
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇

り
、
豊
か
な
国
際
感
覚
の
５
つ
の

資
質
を
は
ぐ
く
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
一
方
、
い
じ
め
、
不
登
校
等

の
生
活
指
導
上
の
課
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
増
員
や
い
じ
め
防
止

条
例
検
討
委
員
会
で
の
検
討
を
重

ね
な
が
ら
「
（
仮
称
）
小
金
井
市

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
」
の

制
定
を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
の
児

童
・
生
徒
、
保
護
者
へ
の
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
自
治
体
運
営
と
市
役
所
改
革
】

　

行
政
と
市
民
と
の
協
働
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
民
協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
準
備
室
と
の
さ
ら
な
る
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
へ
の
市
職
員
派
遣
研
修
、
協

働
事
業
提
案
制
度
等
を
通
じ
た
協

働
意
識
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
な
ど
、

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
、
私
自
身
は
、
こ
れ
ま
で
、

で
き
る
限
り
現
場
を
訪
れ
直
接
対

話
す
る
機
会
を
重
ん
じ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
ど

お
り
こ
の
姿
勢
を
継
続
し
、
市
民

の
皆
様
と
の
「
対
話
」
、
市
議
会

の
皆
様
と
の
「
対
話
」
を
大
切
に

す
る
と
と
も
に
、
職
員
と
の
「
対

話
」
を
さ
ら
に
重
ね
て
課
題
を
共

有
し
、
市
役
所
が
市
民
の
役
に
立

つ
所
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
目
覚
ま
し
い
進
展
を
続

け
る
先
端
技
術
の
積
極
的
な
活
用

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
対
応
な
ど
、
社

会
潮
流
や
時
代
の
要
請
な
ど
に
応

え
て
い
く
こ
と
を
常
に
意
識
し
、

将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
の
検

討
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
自

治
体
経
営
を
実
現
し
て
い
く
た

め
、
「
継
続
す
べ
き
こ
と
、
見
直

す
べ
き
こ
と
、
廃
止
す
べ
き
こ

と
、
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
」
の
４
つ
の
視
点
を
常
に
意
識

し
、
業
務
の
改
善
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
２
年
度
は
「
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
」
の
最
終
年
度
に
当
た

り
ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
歳
入
の
確
保
に
つ
き
ま

し
て
引
き
続
き
市
税
収
納
率
の
維

持
・
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

債
権
管
理
の
推
進
に
向
け
た
徴
収

引
継
の
試
行
等
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
歳
出
の
削
減
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
向

け
て
、
図
書
館
業
務
委
託
、
公
民

館
セ
ン
タ
ー
化
・
業
務
委
託
、
学

校
給
食
調
理
業
務
の
さ
ら
な
る
委

託
化
等
の
公
民
連
携
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
新
技
術
活

用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
め
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
「
保
育
計
画
」
の
策

定
を
優
先
し
つ
つ
、
保
育
士
の
確

保
や
園
舎
の
老
朽
化
等
、
公
立
保

育
園
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状

況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
待
機
児
童

の
解
消
お
よ
び
障
が
い
児
保
育
の

拡
充
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
さ

ら
な
る
拡
充
を
行
う
た
め
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
の
必
要
な
見
直
し
を

行
い
、
保
護
者
の
方
々
等
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
を

見
据
え
つ
つ
、
令
和
２
年
度
か
ら

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
よ
る

経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
ま
ち
お
こ
し
協
会

等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本

市
へ
の
誇
り
や
愛
着
の
醸
成
と
対

外
的
な
認
知
度
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
さ
ら
な

る
活
用
に
よ
る
積
極
的
な
情
報
発

信
な
ど
、
本
市
の
地
域
資
源
の
素

晴
ら
し
い
魅
力
を
伝
え
、
高
め
て

い
く
「
あ
る
も
の
み
が
き
」
を
意

識
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
支
え
る

適
正
な
事
務
執
行
に
つ
き
ま
し
て

は
、
職
員
研
修
の
充
実
な
ど
人
材

育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
様
の
信
頼
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
の

取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
働
き
方

改
革
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組

み
、
効
率
的
な
業
務
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

 　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
新
し
い
時

３　

む
す
び
に

代
に
移
り
、
初
め
て
の
年
明
け

は
、
穏
や
か
な
晴
天
に
も
恵
ま

れ
、
改
め
て
、
平
和
な
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
有
り
難
さ

を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

か
け
が
え
の
な
い
平
和
や
守
り
育

て
て
き
た
自
然
環
境
を
次
の
世
代

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
、
今

こ
こ
に
い
る
私
た
ち
の
役
割
で
あ

り
、
私
は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
「
第
５
次
基

本
構
想
・
前
期
基
本
計
画
」
を
は

じ
め
、
市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
個
別
計
画
に
お
い
て
も
、
今

後
、
５
年
間
、　

年
間
の
取
組
方

１０

針
等
を
検
討
し
、
進
む
べ
き
方
向

を
決
め
て
い
く
重
要
な
時
期
と
な

り
ま
す
。　

年
振
り
に
東
京
で
オ

５６

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
特
別

な
年
が
、
本
市
に
と
っ
て
も
充
実

し
た
節
目
の
１
年
と
な
る
よ
う
、

市
民
の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、
持
続
可
能
な
市
政
運

営
の
た
め
の
実
効
性
あ
る
計
画
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
小
金
井
市

に
お
い
て
、
３
つ
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
孤
立
を

生
ま
な
い
「
人
と
人
の
つ
な
が

り
」
、
２
つ
目
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
希
薄
化
を
生
ま
な
い
「
人
と
地

域
の
つ
な
が
り
」
、
３
つ
目
は
活

性
化
を
生
み
出
す
「
多
様
な
つ
な

が
り
」
で
す
。
地
域
資
源
や
市
民

力
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
る
よ
う

市
役
所
が
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
つ

な
が
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

役
割
を
果
た
し
、
本
市
の
未
来
へ

の
土
台
を
築
く
と
と
も
に
、
誇
れ

る
ま
ち
小
金
井
市
を
将
来
世
代
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
け
る

よ
う
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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■
開
設
時
間
午
前
９
時
～
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
５
日
の

み
）
、
納
税
課
（
５
日
の
み
）

※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
国
民

年
金
事
務
・
市
税
証
明
書
交
付
事

務
ほ
か
）
も
あ
り
ま
す

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、
土
曜
・

０４２

３８７

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

問

ご
利
用
く
だ
さ
い

４
月
の
休
日
窓
口

○は休日窓口開設日4月

○
○
○
○

土金木水火月日
4321

111098765

18171615141312

25242322212019

3029282726

【
①
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　

総
合
戦
略
等
推
進
委
員
会
委
員

　

を
無
作
為
抽
出
方
式
で
募
集
】

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
将

来
に
わ
た
っ
て
活
力
の
あ
る
日
本

社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
推
進
委
員
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
論
文
に

よ
る
公
募
委
員
の
選
考
に
加
え
、

無
作
為
に
抽
出
し
た
市
民
の
方
の

中
か
ら
公
募
委
員
を
２
人
選
出
す

る
た
め
、
４
月
上
旬
に
応
募
用
紙

を
送
付
し
ま
す
。

 

令
和
２
年
３
月　

日
現
在　

～

１６

１８

　

歳
で
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無

３９作
為
に
抽
出
し
た　

人
５０

 

４
月　

日
ま
で
に
、
応
募
用
紙

１５

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く

だ
さ
い

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

【
②
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推

　

進
計
画
策
定
検
討
委
員
会

　

委
員
】

　

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計

画
の
改
訂
に
当
た
り
、
計
画
策
定

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
検
討
・

協
議
し
ま
す
。

 

３
人
（
選
考
）

 

市
内
在
住
で
、
令
和
２
年
４
月

１
日
現
在　

歳
以
上
の
方

１８

対申問定対

■
任
期
委
嘱
日
～
令
和
３
年
３
月

　

日
３１
 

４
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

１７

に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、
作
文
（　

字
以
内
・
課
題
＝

８００

「
今
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め

に
市
民
が
す
べ
き
こ
と
、
行
政
に

望
む
こ
と
」
）・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
環
境
政
策
課
環
境
係
（
〒　
１８４

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所

第
二
庁
舎
４
階
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

１
７ 
　

儿　

儿
６
５
７
７
）
へ

０４２

３８３

們
們
◇
①
②
共　

通
◇
們
們

■
報
酬
１
万
円
（
１
回
）

 

▽
市
が
設
置
す
る
附
属
機
関
等

の
委
員
は
、
原
則
２
つ
ま
で
▽
②

の
作
文
は
返
却
し
ま
す
▽
選
考
基

準
・
方
法
、
開
催
回
数
等
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
③
か
た
ら
い
編
集
委
員
】

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
年
２
回
発

行
し
て
い
る
、
男
女
共
同
参
画
情

報
誌
「
か
た
ら
い
」
の
企
画
・
取

材
・
原
稿
執
筆
等
を
行
う
市
民
編

集
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

 

３
人
（
選
考
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
令

和
２
年
５
月
１
日
現
在　

歳
以
上

１８

の
方

■
任
期
５
月
～
令
和
４
年
４
月

 

▽
作
文
は
返
却
し
ま
す
▽
選
考

基
準
・
方
法
、
開
催
回
数
等
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

４
月
１
日
～　

日
（
必
着
）に
、

１５

直
接
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

作
文
（　

字
以
内
・
課
題
＝
「
私

８００

の
応
募
動
機
」
）・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
問
合
先
へ

【
④
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト

　

実
行
委
員
】

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
の
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
企
画
・
運

申

FAX

他定対他申

営
で
講
演
会
等
を
開
催
す
る
、
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

 
　

人
（
多
数
抽
選
）

１０

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
任
期
４
月
～
令
和
３
年
３
月

（　

回
程
度
開
催
）

１０

 

４
月
１
日
～　

日
（
必
着
）に
、

１５

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

（
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
の
受
け
付
け

不
可
）
ま
た
は
直
接
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
、
問
合
先
へ

們
們
◇
③
④
共　

通
◇
們
們

 

謝
礼
お
よ
び
保
育
あ
り
（
１
歳

以
上
の
未
就
学
児
）

 

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
５
３ 
　

儿　

儿
１
２
２
４

０４２

３８７

 

s0
1
0
3
0
3
@
ko
gan
ei-sh

i.j

p

）
 　

成
績
優
秀
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
経
済
的
事
情
に
よ
り
修
学

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

の
た
め
に
、
奨
学
資
金
支
給
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
額
（
月
額
） 

▽
高
校
生
お
よ
び
高
等
専
門
学
校

生
（
１
～
３
学
年
）
＝
５
千　

円
３００

以
内
・　

人
程
度

３５

▽
大
学
生
お
よ
び
高
等
専
門
学
校

生
（
４
・
５
学
年
）
＝
１
万
２
千

　

円
以
内
・
３
人
程
度

２００■
申
込
用
紙
配
布
４
月
１
日（
水
）

～
５
月
８
日
（
金
）
に
、
庶
務
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
）
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

５
月　

日
ま
で
に
、
申
込
用
紙

１５

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
直
接
、

庶
務
課
庶
務
係
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
７
２
）
へ

定対申他問

FAX

糸奨
学
資
金
支
給
制
度

令
和
２
年
度

奨
学
生
を
募
集

定

申

in
fo
rm
a
tio
n

お
知
ら
せ

 　

今
年
度
の
委
員
募
集
・
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
の
時
期

等
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
時
期

等
が
未
定
の
た
め
掲
載
し
て
い

令
和
２
年
度
市
民
公

募
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
る

審
議
会
・
施
策
等

な
い
審
議
会
・
施
策
等
が
あ
り

ま
す
が
、
委
員
を
募
集
す
る
審

議
会
等
や
意
見
を
募
集
す
る
施

策
等
が
あ
る
場
合
は
、
別
途
市

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

審
議
会
・
施
策
の
内
容
等

は
、
直
接
、
担
当
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

問

令和２年度審議会等委員の公募予定一覧

担当課・問合先公募予定
時期

公募予定
人数審議会名称

企画政策課
（☎３８７−９８００）４月３人まち・ひと・しごと創生総合

戦略等推進委員会
コミュニティ文化課
（☎３８７−９９２３）８月３人小金井市民交流センター運営

協議会
経済課（☎３８７−９８３１）４月４人産業振興プラン策定委員会
経済課（☎３８７−９８８２）未定４人農業振興計画策定委員会
経済課（☎３８７−９８３１）未定２人消費生活審議会
保険年金課
（☎３８７−９８３３）

５月・
１１月２人国民健康保険運営協議会

環境政策課
（☎３８７−９８１７）４月３人地球温暖化対策地域推進計画

策定委員会（新設）
まちづくり推進課
（☎３８７−９８６１）

令和３
年２月３人住宅マスタープラン策定委員

会（新設）
子育て支援課
子ども家庭支援センタ
ー（☎３２１−３１４６）

１１月２人子ども家庭支援センター運営
協議会

庶務課（☎３８７−９８７２）４月３人教育プラン検討会議

担当課・問合先意見募集
予定時期施策等の名称

企画政策課
（☎３８７−９８００）５月第５次基本構想・前期

基本計画
企画政策課男女共同参
画室（☎３８７−９８５３）１２月（仮称）第６次男女共

同参画行動計画
企画政策課男女共同参
画室（☎３８７−９８５３）７月パートナーシップ宣誓

制度
企画政策課行政経営担
当（☎３８７−９８２６）１２月（仮称）行財政改革プ

ラン２０２５
コミュニティ文化課
（☎３８７−９９２３）１０月第２次芸術文化振興計

画
経済課
（☎３８７−９８３１）

令和３年
１月産業振興プラン

経済課
（☎３８７−９８８２）

令和３年
１月農業振興計画

環境政策課
（☎３８７−９８１７）１２月第２次地球温暖化対策

地域推進計画
環境政策課
（☎３８７−９８１７）１０月第３次環境基本計画

環境政策課
（☎３８７−９８６０）１１月緑の基本計画

地域福祉課
（☎３８７−９９１５）

令和３年
１月

成年後見制度利用促進
計画
※表中、電話番号は市外局番０４２を省略しています

担当課・問合先意見募集
予定時期施策等の名称

自立生活支援課
（☎３８７−９８４８）１２月第６期障害福祉計画

介護福祉課
（☎３８７−９８２２）１２月第８期介護保険・高齢者

保健福祉総合事業計画
都市計画課
（☎３８７−９８５９）

令和３年
１月都市計画マスタープラン

まちづくり推進課
（☎３８７−９８６１）

令和３年
２月耐震改修促進計画

保育課
（☎３８７−９８４６）１０月（仮称）保育計画

庶務課
（☎３８７−９８７２）１０月（仮称）第３次明日の小

金井教育プラン
庶務課
（☎３８７−９８７１）１１月〜１２月（仮称）学校施設長寿命

化計画
指導室
（☎３８７−９８７７）５月いじめ防止対策推進条例

生涯学習課
（☎３８７−９８７９）１２月第４次生涯学習推進計画

図書館
（☎３８３−１１３８）１０月第４次子ども読書活動推

進計画
公民館
（☎３８３−１１８４）１０月公民館中長期計画

令和２年度パブリックコメント実施予定の施策等一覧

委
員
募
集

 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
の
所
得
税
の
確

定
申
告
期
限
延
長
に
合
わ
せ
て
、

市
・
都
民
税
の
申
告
期
限
を
４
月

　

日
（
木
）ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

１６
　

な
お
、
土
曜
・
日
曜
日
は
手
続

き
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書

は
武
蔵
野
税
務
署
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

市
・
都
民
税
の

　

申
告
期
限
の

　
　

延
長
に
つ
い
て

※
３
月　

日
以
降
に
提
出
さ
れ
た

１７

市
・
都
民
税
申
告
書
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
は
、
最
初
の
市
・
都

民
税
税
額
通
知
や
課
税
証
明
書
に

反
映
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
最
初
の
税
額

通
知
の
翌
月
以
降
に
順
次
反
映
次

第
、
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

 

▽
市
・
都
民
税
＝
市
民
税
課
市

民
税
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階

☎　

儿　

儿
９
８
１
９
）
▽
所
得

０４２

３８７

税
＝
武
蔵
野
税
務
署
（
武
蔵
野
市

吉
祥
寺
本
町
３
儿　

儿
１
☎
０
４

２７

２
２
儿　

儿
１
３
１
１
）

５３

問



5 2・4・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

 　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
部
は
、

建
物
の
老
朽
化
と
居
住
者
の
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

都
で
は
適
切
な
管
理
を
支
援
す
る

た
め
、
管
理
状
況
届
出
制
度
を
開

始
し
ま
す
。
な
お
、
届
出
用
紙
等

は
都
か
ら
対
象
の
マ
ン
シ
ョ
ン
へ

送
付
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
届
出
窓
口
市
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
）

■
届
出
の
対
象
と
な
る
マ
ン
シ
ョ

ン
昭
和　

年
以
前
に
新
築
さ
れ
た

５８

６
戸
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン

 

▽
届
出
書
の
記
載
方
法
に
つ
い

て
＝
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
総
合
相
談

窓
口
（
☎　

儿
６
４
２
７
儿
４
９

０３

０
０
）
▽
制
度
に
つ
い
て
＝
都
住

宅
政
策
本
部
住
宅
企
画
部
マ
ン
シ

ョ
ン
課
（
☎　

儿
５
３
２
０
儿
５

０３

０
０
４
）
▽
届
出
窓
口
に
つ
い
て

＝
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

 　

さ
ら
な
る
耐
震
化
を
図
る
た

め
、
４
月
１
日
か
ら
助
成
金
額
を

拡
充
し
ま
す
。
助
成
条
件
等
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
一
の
住
宅
に
対
し
、
助

成
は
１
回
の
み
で
す
。

■
助
成
金
額　

万
円
（
拡
充
前
は

１０

８
万
８
千
円
）
を
上
限
に
耐
震
診

断
費
用
の
３
分
の
２
以
内
（
千
円

未
満
は
切
り
捨
て
）

 

昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着

５６

３１

工
し
た
市
内
に
存
す
る
地
階
を
除

く
階
数
が
２
階
建
て
以
下
の
木
造

一
戸
建
・
木
造
店
舗
併
用
住
宅

（
延
床
面
積
の
過
半
が
居
住
用
）

を
所
有
す
る
個
人

４
月
１
日
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
状
況
届
出
制
度
が
開
始

問木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
制

度
の
拡
充

対

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
、
４
月
か

ら
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤
去
し
た
場
合
、

撤
去
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
す
。
助

成
を
受
け
る
に
は
、
撤
去
前
に
事

前
申
請
し
、
交
付
決
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

道
路
に
面
す
る
組
積
造
の
塀
・

補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

の
塀
・
万
年
塀
で
、
塀
の
高
さ
が

１
㍍
を
超
え
、
地
震
発
生
時
に
倒

壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の

■
助
成
金
額　

万
円
を
上
限
に
、

２０

撤
去
費
用
の
３
分
の
２
に
相
当
す

る
額
（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

と
、
助
成
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
延
長
に
１
㍍
当
た
り
１
万

円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
比
較
し
て

低
い
額

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
都
市
計
画
公
園
事
業

第
２
・
２
・　

号
小
長
久
保
公
園

１２

の
変
更
認
可
に
係
る
図
書
の
縦
覧

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
令
和
４
年
度
末
ま
で

■
縦
覧
場
所 

環
境
政
策
課
緑
と

公
園
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階

☎　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

  

４
月
６
日（
月
）～
８
日（
水
）い

ず
れ
も
午
後
８
時
ま
で

 

納
税
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３

問ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
用
の

助
成
制
度
の
開
始

対問都
市
計
画
事
業
の
図
書
の
縦
覧

問

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

時所

階
）
※
東
側
職
員
通
用
口
か
ら
入

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

  

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
法

人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
事
情
に
よ
り
一
度
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い

 

納
税
課
納
税
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
２
３
）

 　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
、
次
の
指
定
管
理
者
に
決
定
し

ま
し
た
。

■
指
定
管
理
者
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
Ｆ
Ｃ
東

京
・
Ｔ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
共
同
事
業
体

■
指
定
期
間
４
月
１
日
～
令
和
７

年
３
月　

日
３１

 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

 　

公
募
に
よ
る
入
札
の
結
果
、
次

の
事
業
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

■
設
置
事
業
者
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
、

有
限
会
社
小
林
冷
菓
、
株
式
会
社

ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
、
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ

株
式
会
社
、
大
蔵
屋
商
事
株
式
会

社■
設
置
期
間
４
月
１
日
～
令
和
５

夜間入口詳細図内問総
合
体
育
館
お
よ
び

栗
山
公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
が
決
定

問総
合
体
育
館
の
自
動
販
売
機

設
置
事
業
者
が
決
定

年
３
月　

日
３１

 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

 　

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
、
中
小
企
業
の
個
々
の
事
業

所
で
は
対
応
が
難
し
い
従
業
員
の

共
済
給
付
事
業
や
福
利
厚
生
事
業

な
ど
の
福
祉
事
業
を
支
援
す
る
団

体
で
す
。

　

共
済
給
付
事
業
と
し
て
、
結

婚
・
出
生
等
祝
い
金
や
傷
病
休
業

保
険
金
、
死
亡
弔
慰
金
な
ど
の
ほ

か
、
福
利
厚
生
事
業
と
し
て
、
各

種
施
設
の
利
用
割
引
、
宿
泊
費
補

助
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
の

利
用
助
成
、
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
に

参
加
費
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
３
月
１
日
現
在
、
市

内　

事
業
所
、
千　

人
の
方
が
会

６３９

２３７

員
と
し
て
加
入
し
て
い
ま
す
。

 

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
勤

労
者
と
事
業
主
、
市
内
に
居
住

し
、
市
外
の
中
小
企
業
に
勤
務
す

る
勤
労
者

 
　

円
（
月
額
）

５００

 

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
（
☎　

儿　

儿
２
５
２
５
）

０４２

３８７

 　

毎
年　

月
開
催
の
小
金
井
な
か

１０

よ
し
市
民
ま
つ
り
で
消
費
生
活
展

を
実
施
し
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
楽
し
め
る
よ
う
な

企
画
と
す
る
た
め
、
消
費
者
活
動

に
関
心
の
あ
る
個
人
ま
た
は
グ
ル

ー
プ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

４
月　

日
（
火
）
午
後
２
時　

２１

３０

分
か
ら

 

上
之
原
会
館

 

当
日
直
接
会
場
へ

問勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

対￥問消
費
生
活
展
実
行
委
員
会

参
加
者
募
集

時所申

 

経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）

３８７
 　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え

の
た
め
、
図
書
館
全
館
を
臨
時
休

館
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
使
用
も

停
止
し
ま
す
。

■
休
館
期
間
４
月　

日
（
火
）
～

２１

　

日
（
木
）
※
５
月
１
日
（
金
）

３０は
全
館
開
館

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
利
用
停
止
期
間

４
月　

日
（
月
）
午
後
７
時
～
５

２０

月
１
日
（
金
）
午
前
９
時

 

図
書
館
本
館
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３８３

１
３
８
）

問図
書
館
の
臨
時
休
館

問

問合先内　容ところと　き名　称

公民館本館
（☎０４２−３８３−１１８４）

公民館事業について　
ほか

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

４月１６日（木）
１０：００〜公民館運営審議会

生涯学習課生涯学習係
（☎０４２−３８７−９８７９）

社会教育活動について
ほか

前原暫定集会施設
２階Ｃ会議室

４月２０日（月）
１４：００〜社会教育委員の会議

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆

募集人数月額報酬業務名

１人
１８０,６６５円

（経験・職歴により別
途加算あり）

保育士

任期付

①

４人２０２,５１５円保育士（育児休業代替）

１人１５８,２４０円給食調理（育児休業代替）

１人２３４,２５５円社会福祉士・精神保健福祉士（育
児休業代替）

１人１８５,９００円障がい児保育業務

会計年度任用

２人１５８,７００円保育園給食調理業務

２人９４,４００円〜１４１,６００円保育園看護業務

２人１８５,９００円学童保育指導員業務

１人１８５,９００円道路測量等業務

１人２２７,８００円精神保健福祉士業務

若干名１４５,５００円学校給食調理補助業務会計年度任用②

■
年
齢
等
要
件
年
齢
・
国
籍
は

問
い
ま
せ
ん

■
採
用
予
定
日
５
月
１
日（
金
）

 

▽
資
格
要
件
等
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
▽
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す■
要
項
配
布 

①
は
４
月
８
日

（
水
）ま
で
に
職
員
課
へ
。
郵
送

の
場
合
は
７
日
必
着
。
②
は　
１３

日
（
月
）
ま
で
に
庶
務
課
へ
。

郵
送
の
場
合
も　

日
必
着

１３

 

①
職
員
課
人
事
研
修
係
（
〒

　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・
市

１８４役
所
本
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
０
８
）
②
庶
務
課
庶
務
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
☎

　

儿　

儿
９
８
７
２
）

０４２

３８７

他

申

問

令和２年度
会計年度任用職員・
任期付職員募集



62・4・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
等
の

被
災
者
等
で
、
小
金
井
市
に
避
難

し
て
い
る
方
の
情
報
を
集
約
し
、

都
を
通
じ
て
避
難
前
に
居
住
し
て

い
た
市
町
村
へ
情
報
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

避
難
前
に
居
住
し
て
い
た
市
町

村
で
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
元

に
、
現
在
の
お
住
ま
い
へ
各
種
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
ま
だ
市
へ
情
報
提
供
を
し
て

い
な
い
場
合
は
、
地
域
安
全
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
情
報
提
供
し
て

い
る
場
合
も
、
市
内
で
の
転
居
や

市
外
へ
の
転
出
な
ど
、
異
動
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

地
域
安
全
課
防
災
消
防
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
０
７
）

０４２

３８７

 　

面
積
が　

平
方
㍍
以
上
の
農
地

３００

等
で　

年
以
上
営
農
す
る
こ
と
を

３０

要
件
に
、
生
産
緑
地
地
区
の
指
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
法
に
よ
る
転
用
届
出
が
さ

れ
た
農
地
で
あ
っ
て
も
指
定
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
お
む

ね　

平
方
㍍
以
上
の
農
地
で
も
指

１００
定
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

指
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

連
絡
の
う
え
、
環
境
政
策
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
お
越
し

問生
産
緑
地
指
定
申
請
の

事
前
相
談
受
け
付
け

く
だ
さ
い
。

■
相
談
期
間
４
月
６
日
（
月
）
～

　

日
（
月
）

２０
 

環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

 　

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
市
で
は
保
全
す
べ
き
緑

（
緑
地
・
樹
木
・
生
け
垣
）
に
対

し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

条
件
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

４
月
１
日
～　

日
（
消
印
有

２７

効
）
に
、
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
（
〒　
１８４

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所

第
二
庁
舎
４
階
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

６
０
）
へ

問保
全
緑
地
申
請
受
付
開
始

申

 　

５
月
１
日
に
納
税
通
知
書
（
薄

紫
色
ま
た
は
青
色
の
封
筒
）
を
発

送
し
ま
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和

２
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
お
持
ち

の
方
で
す
。
（
償
却
資
産
は
固
定

資
産
税
の
み
）

　

税
額
の
計
算
方
法
等
は
、
納
税

通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
償
却
資
産
と
は
、
経
営
者
な
ど

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
構
築
物
・
機
械
・

器
具
・
備
品
等
の
こ
と
で
す

 

資
産
税
課
（
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

２
１
）

令
和
２
年
度

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
の
送
付

問

 
【
閲
覧
】

　

ご
自
分
の
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
評
価
額
等
が
閲
覧
で
き
ま

す
。

 

納
税
義
務
者
と
そ
の
同
世
帯
の

親
族
、
納
税
管
理
人
、
納
税
義
務

者
か
ら
の
委
任
状
を
有
す
る
代
理

人
。
借
地
人
は
当
該
土
地
、
借
家

人
は
当
該
家
屋
お
よ
び
そ
の
土
地

の
閲
覧
が
で
き
ま
す

【
縦
覧
】

　

市
内
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

等
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

 

納
税
者
と
そ
の
同
世
帯
の
親

族
、
納
税
管
理
人
、
納
税
者
か
ら

の
委
任
状
を
有
す
る
代
理
人

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

令
和
２
年
度
課
税
台
帳
の

閲
覧
・
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

対対

 

４
月
１
日
（
水
）
～
６
月
１
日

（
月
）
※
閲
覧
は
、
６
月
２
日
以

降
も
可
能
で
す

 

無
料
（
借
地
・
借
家
人
お
よ
び

縦
覧
期
間
後
の
閲
覧
は
有
料
）

 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等
）
。
同
世
帯

の
親
族
（
市
外
在
住
）
の
場
合
、

時￥持

併
せ
て
同
世
帯
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
（
住
民
票
等
）
。

借
地
・
借
家
人
が
閲
覧
す
る
際

は
、
併
せ
て
借
地
・
借
家
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
賃

貸
借
契
約
書
等
）

 
 

資
産
税
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８
２
１
）

０４２

３８７

所
問

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
安
全
の

普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
契
機
に
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
関

心
を
持
ち
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
交

通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

【
重
点
項
目
】

▽
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
の
確
保

▽
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転

の
励
行

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

【
自
転
車
の
安
全
利
用
五
則
】

▽
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

▽
車
道
は
左
側
を
通
行

▽
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

▽
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒

運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁

止
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認
）

▽
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用【
４
月　

日
（
金
）
は

１０

　

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

日
】

　

一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実

践
す
る
な
ど
交
通
事
故
に
注
意

し
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
交
通
事
故
を
無
く
し
ま
し

ょ
う
。

 

市
交
通
対
策
課
交
通
対
策
課

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５

０４２

３８７

０
）
、
小
金
井
警
察
署
（
☎　
０４２

儿　

儿
０
１
１
０
）

３８１
問

　この運動は、「こ＝こころをこめて、きん＝近所
のひとたちと、ちゃん＝ちゃんとあいさつしよう
！」を合言葉に、あいさつを通してお互いが顔見知
りになることで地域のつながりを深め、子どもたち
や地域の安全確保をめざす運動です。
　ぜひ、小金井を 爽 やかなあいさつ飛び交う安全で

さわ

安心なまちにするため、ご協力をお願いします。
　なお、新学期を迎え、子どもたちが安心して登下
校できるように、推進月間中は、市職員が子どもた
ちの登下校時に合わせて、青色回転灯装備車両によ
るパトロールを強化するほか、商店会や市内の団体
に協力を依頼し、運動を推進します。
 地域安全課地域安全係（☎０４２−３８７−９８０６）問

【標　語】
あいさつで　つながる
笑顔　あかるい未来

　４４月月はは
こきんちゃんあいさつ運動春季推進月こきんちゃんあいさつ運動春季推進月間間

世界一の交通都市
　　ＴＯＫＹＯを目指して
「やさしさが走る
　　　　　この街この道路」

%
%

%
%
%
%

　４月１日から、「ふれあい
メロディー」（定時放送＝イ
ッツ・ア・スモール・ワール
ド）の放送時間が変わります。

■放送時間午後５時（４月〜
１０月）
 地域安全課防災消防係（☎
０４２−３８７−９８０７）
問

　

市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

取
り
組
み
等
に
対
し
て
、
補
助

金
や
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

【
生
け
垣
を
造
成
し
た
方
に

奨
励
金
を
交
付
】

　

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
新
た
に
生
け
垣
を
造

成
す
る
場
合
に
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

造
成
の
際
は
、
必
ず
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

 

環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

【
住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

等
設
置
費
用
補
助
】

　

太
陽
光
発
電
な
ど
の
住
宅
用

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
を
購
入

し
自
宅
に
設
置
し
た
方
に
、
設

置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

必
要
書
類
、
補
助
対
象
機
器

等
の
詳
細
は
、
環
境
政
策
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
で

配
布
し
て
い
る
要
綱
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
に

３１

市
内
の
自
宅
に
自
家
用
と
し
て

補
助
対
象
機
器
を
設
置
し
た
方

※
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
方

を
除
く

 

環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
１
７
）

３８７
問対問

環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
等
へ
の
補
助

４月６日（月）〜１５日（水）

東日本大震災被災等に
より小金井市に避難して
いる方はご連絡を

春の全国交通安全運動

ふれあいメロディーふれあいメロディーのの
放送時間が変放送時間が変更更



7 2・4・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

 　

次
の
要
綱
を
４
月
１
日
付
け
で

一
部
改
正
し
、
要
件
等
が
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
生
け
垣
造
成
奨
励
金
交
付
要
綱

＝
助
成
の
要
件
の
改
正

▽
栗
山
公
園
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
施
設

運
営
要
綱
＝
使
用
条
件
の
改
正

 

環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
（
☎

生
け
垣
造
成
奨
励

生
け
垣
造
成
奨
励
金金

交
付
制
度
と
栗
山
公

交
付
制
度
と
栗
山
公
園園

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
使

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
使
用用

申
請
の
一
部
変

申
請
の
一
部
変
更更

問

　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

 　

令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

税
が
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

と
な
る
方
の
保
険
料
（
税
）
は
、

６
月
以
降
、
前
年
分
（
平
成　

年
３１

１
月
～
令
和
元
年　

月
）
の
所
得

１２

状
況
を
確
認
し
、
年
額
を
決
定
し

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
４
・
６
・
８
月
の

特
別
徴
収
は
、
前
年
度
の
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴

収
４
・
６
・
８
月
は
仮
徴
収
期

■任命期間８月下旬～１０月下旬（予定）
■報酬７万円程度（２調査区担当の場合の予定額）
■応募資格渇２０歳以上の調査活動ができる健康な方渇警察官、選挙に直接関
係していない方渇暴力団員その他の反社会的勢力に該当しない方
■申込書配布総務課（市役所本庁舎１階）、市役所第二庁舎１階受付、主な
市内公共施設、市ホームページ
 簡単な面談を実施するため、申込書は、受験者
本人が持参してください。代理の方や郵送による
提出はできません
 ４月３０日までに、申込書に必要事項を明記し、
直接、総務課庶務係（☎０４２栗３８７栗９８０５）へ

他

申

（
税
）
額
に
よ
り
仮
の
徴
収
額
で

行
う
「
仮
徴
収
」
に
な
り
ま
す
。

※
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振

替
で
納
付
）
の
方
は
、
仮
徴
収
は

あ
り
ま
せ
ん

【
令
和
２
年
２
月
に
特
別
徴
収
と

な
っ
て
い
た
方
】

　

原
則
と
し
て
、
仮
徴
収
額
は
、

令
和
２
年
２
月
の
特
別
徴
収
額
と

同
額
で
す
。

【
令
和
２
年
４
月
か
ら
新
た
に
特

別
徴
収
と
な
る
方
】

　

仮
徴
収
額
は
、
令
和
元
年
度
の

年
間
相
当
額
保
険
料
（
税
）
の
約

６
分
の
１
が
１
回
当
た
り
の
仮
徴

収
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、　

月
以
降
の
徴
収
額
は
、

１０

７
月
に
決
定
す
る
令
和
２
年
度
保

険
料
（
税
）
の
年
額
か
ら
仮
徴
収

合
計
額
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

問

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
２
）
、
高

０４２

３８７

齢
者
医
療
係
（
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

３
４
）

 　

４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
１
万
６
千　

円
（
付
加
込
み

５４０

は
１
万
６
千　

円
）
で
す
。

９４０

　

第
１
号
被
保
険
者
、
任
意
加
入

被
保
険
者
の
方
に
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
納
付
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

【
退
職
し
た
方
（　

歳
未
満
）
は

６０

国
民
年
金
の
手
続
き
を
】

■
必
要
書
類
等
▽
退
職
日
が
確
認

で
き
る
も
の
（
離
職
票
、
退
職
証

明
書
、
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
資

格
喪
失
証
明
書
な
ど
）
▽
年
金
手

帳
▽
印
鑑

【
学
生
納
付
特
例
は

　

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
】

　

収
入
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納

令
和
２
年
度
国
民
年
金
保
険
料

め
る
こ
と
が
困
難
な
学
生
の
方
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
学
生
納
付
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
申
請
し
、
引
き

続
き
令
和
２
年
度
も
希
望
す
る
場

合
は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

■
必
要
書
類
等
▽
年
金
手
帳
▽
学

生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
▽
印
鑑

 

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
４
４
）

 　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
葬
祭
費
を

支
給
し
ま
す
。

 

葬
祭
を
行
っ
た
方

■
支
給
額
５
万
円

■
申
請
書
類
等
印
鑑
、
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
、
申
請
者
が

葬
祭
を
行
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書

類（
領
収
書
等
）、
通
帳
な
ど
振
込

先
が
わ
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
場
合
は
通
帳
が
必
要
で
す
）

 

保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
４
）

３８７
   

５
月　

日
～
７
月
２
日
の
毎
週

１４

木
曜
日
午
前　

時　

分
～　

時　

１０

３０

１１

３０

分
（
全
８
回
） 

総
合
体
育
館 

リ
ズ
ム
体
操
、
マ
ッ
ト
運
動
な
ど

 

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
２
歳

以
上
の
未
就
学
児
（
２
人
ま
で
）

と
市
内
在
住
・
在
勤
の
保
護
者 

　

組
（
多
数
抽
選
） 

千　

円

４０

６００

問後
期
高
齢
者
医
療
制
度

葬
祭
費
を
支
給

対問予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ ・

どど
もも

子子

育育
てて

子子
-

/

.

0

11

11

2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2

親
子
体
操
教

親
子
体
操
教
室室

時

所

内

対

定

￥

u

w

v

x

yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy

yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy

z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z

z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

が
、
左
表
の
施
設
を
利
用
す
る

場
合
に
、
割
引
利
用
券
を
配
布

し
ま
す
。

■
割
引
利
用
期
限
令
和
３
年
３

月　

日
３１

■
必
要
書
類
国
民
健
康
保
険
証

 

直
接
、
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎

２
階
☎　

儿　

儿
９
８
３
３
）へ

０４２

３８７

申

国
民
健
康
保
険
温
泉
セ
ン
タ

国
民
健
康
保
険
温
泉
セ
ン
タ
ーー

割
引
利
用
券
の
配

割
引
利
用
券
の
配
布布

所在地・問合先割引後利用料金定休日営業時間施設名

西多摩郡檜原村２４３０
☎０４２−５９８−６７８９

１日＝大人５８０円、
小学生２４０円、未
就学児は無料

毎週月曜日
（祝日の場
合は翌日）
※８・１１月
は無休

１０：００～１９：００
（土曜・日曜・祝
日は２０：００まで）

檜原温泉センター
「数馬の湯」

西多摩郡奥多摩町氷
川１１９−１
☎０４２８−８２−７７７０

３時間＝大人５５０
円、小学生２５０円。
超過１時間につ
き、大人のみ２００
円。未就学児は無
料

毎週月曜日
（祝日の場
合は翌日）

１０：００～２０：００
（１２月～３月は
１９：００まで）

奥多摩温泉
「もえぎの湯」

あきる野市乙津５６５
☎０４２−５９５−２６１４

３時間＝大人７００
円、小学生２５０円。
超過１時間につ
き、大人２００円、小
学生１００円。未就
学児は無料

３月、６月、
９月、１２月
の第２水曜
日

１０：００～２２：００秋川渓谷
「瀬音の湯」

西多摩郡日の出町大
久野４７１８
☎０４２−５９７−１１２６

３時間＝大人６６０
円、小学生２３０円。
超過１時間につ
き、大人のみ２２０
円。未就学児は無
料

第３火曜日
（祝日の場
合は翌日）

１０：００～２０：００生涯青春の湯
「つるつる温泉」

令令和和２２年年国国勢勢調調査査のの
調調査査員員をを募募集集中中

令和２年国勢調査令和２年国勢調査のの
調査員を募集調査員を募集中中

（
８
回
分
） 

４
月　

日
（
必
着
）

１６

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
子

ど
も
の
生
年
月
日
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
N
P

O
法
人
黄
金
井
倶
楽
部
「
親
子
体

操
教
室
係
」
（
〒　

儿
０
０
０
５

１８４

桜
町
２
儿
２
儿　

上
水
公
園
運
動

３１

施
設
管
理
棟
内
☎　

儿　

儿
２
２

０４２

４０６

８
０
）
へ

  

５
月
７
日
～
６
月　

日
の
毎
週

１８

木
曜
日
午
後
４
時　

分
～
５
時　

３０

３０

分
（
予
備
日
＝
６
月　

日
、
７
月

２５

２
日
、
９
日
。
全
７
回
） 

東
京

学
芸
大
学
サ
ッ
カ
ー
場 

小
学
生

 

各
学
年　

人
（
多
数
抽
選
） 

１６

７
千　

円
（
保
険
代
等
） 

４
月

７００

９
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
新
学
年
・
性
別
・
電
話
番

号
（
緊
急
連
絡
先
）・
既
往
歴
を

明
記
し
、
市
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
「
サ
ッ
カ
ー
教
室
係
」

へ 

市
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）
、
同

０４２

３８６

大
学
地
域
連
携
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３２９

７
１
１
９
）

  

５
月　

日
（
土
）
午
前
９
時
～

２３

　

時
（
予
備
日
＝　

日
） 

東
京

１１

２４

学
芸
大
学
野
球
場 

読
売
巨
人
軍

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー

チ
陣 

年
中
～
小
学
校
２
年
生
と

保
護
者 
　

組
（
多
数
抽
選
） 

４０

　

円
（
保
険
代
） 

４
月　

日

２００

２４

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
学
年
（
年

齢
）・
性
別
・
電
話
番
号
（
緊
急

申

学
芸
大
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
教

室
（
前
期
）

時

所
対

定

￥

申

問東
京
学
芸
大
学
と

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
の

連
携
講
座
儿
親
子
野
球
教
室

時

所

講

対
定

￥

申

連
絡
先
）・
野
球
経
験
の
有
無
を

明
記
し
、
市
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
「
親
子
野
球
教
室
係
」

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
）

１８４

へ 

市
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎　

儿　

儿
２
４
６

０４２

３８６

２
）
、
同
大
学
地
域
連
携
係
（
☎

　

儿　

儿
７
１
１
９
）

０４２

３２９

  

４
月
～
７
月
、
９
月
の
毎
週
土

曜
日
午
前
９
時　

分
～　

時　

分

３０

１１

３０

※
受
け
付
け
は　

時
ま
で
（
４
月

１１

４
日
、　

日
、
５
月
２
日
、
６
月

１１

６
日
、
７
月　

日
、
９
月　

日
を

２５

１２

除
く
） 

総
合
体
育
館
大
体
育
室

 

▽
４
月
＝
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
▽
５

月
＝
卓
球
▽
６
月
＝
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

▽
７
月
＝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▽
９
月

＝
卓
球 

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員 

小
・
中
学
生 

室
内
シ
ュ
ー
ズ
・

タ
オ
ル
等 

運
動
の
で
き
る
服
装

で
。
用
具
は
会
場
に
あ
り
ま
す 

当
日
直
接
会
場
へ 

生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８６

２
４
６
２
）

 　

図
書
館
に
来
館
し
た
方
に
、
１

人
１
枚
配
布
し
ま
す
。

 

図
書
館
本
館
・
各
分
室 

市
内

在
住
の
小
学
校
１
年
生 

数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
無
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す 

図
書
館
本
館

（
☎　

儿　

儿
１
１
３
８
）

０４２

３８３

問土
曜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

時

所

内

講

対

持
他

申

問

図
書
館
か
よ
い
袋
を
配
布

所

対
他

問



82・4・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

 　

公
立
小
・
中
学
校
に
通
学
し
、

経
済
的
な
事
情
で
就
学
が
困
難
な

家
庭
の
お
子
さ
ん
の
教
育
費
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
立
小
・
中
学

校
、
学
務
課
で
配
布
す
る
お
知
ら

せ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

４
月　

日
ま
で
に
、
申
請
書
類

１７

を
直
接
、
学
務
課
学
務
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
７
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
７
４
）
へ

小
・
中
学

小
・
中
学
校校

教
育
費
の
一
部

　

教
育
費
の
一
部
をを

援

　
　
　
　
　
　

援
助助

就
学
援
助
制
度

申

 
■
配
布
場
所
市
立
小
・
中
学
校
の

新
１
年
生
は
各
学
校
で
（
申
し
込

み
不
要
）
、
市
立
小
・
中
学
校
以

外
の
新
１
年
生
は
、
学
務
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
７
階
）
で 

無
料

（
電
池
交
換
等
実
費
） 

４
月
８

日
か
ら
、
直
接
、
学
務
課
学
務
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
７
４
）
へ

０４２

３８７

 　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

 

４
月　

日
（
水
）
午
前　

時
～

１５

１０

小
・
中
学
校
新
１
年
生
に

防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与

￥
申

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

時

　都内在住の７０歳以上の方を対象に、都営交通およ
び都内民営バスを利用できる「東京都シルバーパ
ス」（有効期限＝９月３０日）を発行しています。
　東京都シルバーパスは（一社）東京バス協会で実
施しています。市では発行していませんので、申し
込みに必要な書類等は、同協会へお問い合わせくだ
さい。
■常設窓口京王バス小金井営業所（本町５−３−
３１）＝午前１０時〜午後４時（土曜・日曜・祝日を除
く）
 渇令和２年度市・都民税が課税で、平成３１・令和
元年中の合計所得金額が１２５万円を超える方＝
１０,２５５円※４月１日から渇それ以外の方＝１,０００円
 同協会（☎０３−５３０８−６９５０）

￥

問

　

時　

分 

上
之
原
会
館 

依
頼

１１

３０

会
員
＝
市
内
在
住
で
、
原
則
生
後

　

日
～
小
学
生
の
子
ど
も
と
同
居

５７し
て
い
る
方
▽
協
力
会
員
＝
援
助

活
動
に
関
心
の
あ
る　

歳
以
上
の

２０

方
（
協
力
会
員
講
習
会
へ
の
参
加

が
必
要
で
す
） 

保
育
あ
り
（
要

事
前
申
込
） 

４
月
１
日
か
ら
、

電
話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３２０

７
０
１
＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

   　

４
月
期
分
＝
令
和
元
年　

月
～

１２

２
年
３
月
分

■
振
込
日
４
月　

日
（
金
）

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
▽
振
込
日
以
降
、
７

日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な
い

場
合
▽
氏
名
ま
た
は
住
所
、
口
座

所

対

他
申

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
～
土

０４２

３２１

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

へ

０６４

０００

ひ
ろ
ひ
ろ
ばば

福
祉
福
祉
のの

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給

を
変
更
し
た
場
合
▽
施
設
に
入
所

し
た
場
合
▽
障
が
い
の
程
度
が
変

わ
っ
た
場
合

 

自
立
生
活
支
援
課
障
害
福
祉
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
４
２
）

０４２

３８７

 　

障
が
い
の
あ
る
方
が
通
院
等
生

活
の
た
め
に
利
用
し
た
タ
ク
シ
ー

代
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

 

在
宅
で
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
▽

体
幹
機
能
お
よ
び
下
肢
障
が
い
の

程
度
が
３
級
以
上
▽
視
覚
障
が
い

の
程
度
が
２
級
以
上
▽
内
部
障
が

い
の
程
度
が
１
級
▽
愛
の
手
帳
の

障
が
い
の
程
度
が
２
度
以
上
▽
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
障
が

い
の
程
度
が
２
級
以
上
※
精
神
障

が
い
の
方
は
、
認
定
審
査
が
必
要

で
す
■
助
成
額
１
か
月
３
千
円
ま

で【
新
た
に
申
請
す
る
方
へ
】

　

申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
対
象
の
方
で
、
助
成
を
受

け
て
い
な
い
方
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
ガ
ソ
リ
ン
費
助
成
を

問福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

対

受
け
て
い
る
方
へ
の
助
成
は
で
き

ま
せ
ん
。

【
助
成
の
決
定
を
受
け
て
い
る

方
】

　

３
月
下
旬
に
請
求
用
紙
を
発
送

し
ま
し
た
の
で
、
請
求
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
振
込
日
４
月　

日
（
木
）
■
請

３０

求
方
法 

４
月　

日
（
消
印
有

１０

効
）
ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

タ
ク
シ
ー
の
領
収
書
（
令
和
元
年

　

月
～
令
和
２
年
３
月
分
）
を
請

１０求
書
に
添
え
て
、
自
立
生
活
支
援

課
相
談
支
援
係
（
〒　

儿
８
５
０

１８４

４
住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎

２
階
☎　

儿　

儿
９
８
４
１ 
　

０４２

３８７

０４２

儿　

儿
２
５
２
４
）
へ

３８４

 　

認
知
症
に
つ
い
て
お
互
い
の
苦

労
や
悩
み
を
話
し
合
っ
て
、
一
緒

に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

原
則
毎
月
第
１
土
曜
日
午
後
１

時　

分
～
３
時 

本
町
高
齢
者
在

３０
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

認
知
症

高
齢
者
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る

方
、
認
知
症
ケ
ア
に
関
心
の
あ
る

問

FAX

認
知
症
高
齢
者
を

支
え
る
介
護
者
の
集
い

時

所

対

方 

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
８
０
１
１
）
へ

３８８

 　

日
ご
ろ
認
知
症
の
方
と
相
談
や

介
護
で
関
わ
っ
て
い
る
専
門
職
や

介
護
経
験
者
の
方
と
運
営
し
て
い

ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
不
安
の

あ
る
方
等
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

 

４
月　

日
（
土
）
午
前　

時　

２５

１０

３０

分
～
正
午 

喫
茶
ウ
エ
ス
ト
（
東

町
４
儿　

儿　

） 

大
岩
謙
介
さ

２１

１２

申ひ
だ
ま
り
カ
フ
ェ

儿
認
知
症
の
体
験
を
し
て
み

ま
し
ょ
う

時

所

講

ん
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
代
表
）
ほ

か 
　

人
（
当
日
先
着
順
） 

小

１５

金
井
ひ
が
し
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６
５
１
４
）

０４２

３８６

  

毎
月
第
１
月
曜
日
、
第
３
木
曜

日
午
前　

時　

分
～
午
後
２
時 

１０

３０

公
民
館
貫
井
北
分
館 

介
護
の
お

悩
み
相
談
、
お
し
ゃ
べ
り
、
囲
碁
、

将
棋
、
手
芸
、
昔
あ
そ
び
な
ど 

　

円 

当
日
直
接
会
場
へ 

公
民

１００館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿
３

０４２

３８５

４
０
１
）

定

問

認
知
症
カ
フ
ェ
ぬ
く
い
き
た

（
４
月
〜
６
月
）

時

所

内

￥

申

問

%
%

%
%

　地域の皆さんに市内の認可保育施設を
開放し、園児や保育士との交流を通じ、
子育てのお手伝いをします。

　なお、雨天の場合の対応等、詳しくは直
接各保育施設にお問い合わせください。
 各保育施設問

みんなであそぼうほいくえん

■園庭開放（４月〜６月。祝日を除く）
開放日施設名
５月以降の木・土、午前９
時３０分〜１１時３０分

市立くりのみ
（☎０４２−３８３−１１８０）

水・金・土、午前９時３０分
〜１１時３０分（土は１１時まで）

市立わかたけ
（☎０４２−３８３−１１８１）

火・木、午前９時３０分〜１１
時３０分

市立小金井
（☎０４２−３８１−２２３７）

月〜金、午前９時３０分〜１１
時３０分

市立さくら
（☎０４２−３８３−１１８２）

火・木、午前９時３０分〜１１
時３０分

市立けやき
（☎０４２２−６０−０７７０）

水、午前９時３０分〜１１時ひなぎく
（☎０４２２−５５−４４１７）

月〜金、午前１０時〜正午愛の園
（☎０４２−３２５−１０４５）

開放日施設名
４月１７日・２４日、５月８日・
２２日・２９日、６月１２日のいず
れも金曜日、午前１０時３０分〜
１１時３０分

貫井
（☎０４２−３８１−３５７５）

５月９日（土）、午前１０時〜
１１時※

ひまわり
（☎０４２−３８３−２７８８）

５月１３日以降の水曜日、午前
１０時３０分〜１１時３０分 未就園
児※

対
小金井けやきの森認
定こども園
（☎０４２−４０１−１６３８）

月〜金、午前１０時１５分〜１１時
３０分 ０〜２歳児対

また明日
（☎０４２−３８６−８２８０）

５月２２日（金）、６月２６日（金）、
午前１０時〜正午 乳幼児対

光明第二
（☎０４２−３８１−８７０６）

東京都シルバーパスを発行東京都シルバーパスを発行中中

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

議
室
（
貫
井
北
町
１
儿
８
儿

　

） 

同
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

２１班 

各
５
人 

希
望
者
が
定
数

を
超
え
た
コ
ー
ス
で
も
、
パ
ソ

コ
ン
持
ち
込
み
で
参
加
で
き
る

所

講
定

他

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

開

催
日
の
４
日
前
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
希
望

コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を

同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６

０４２

３８３

１
４
１ 
　

儿　

儿
６
２
４

０４２

３８５

１
）
へ

申

FAX

費用
（教材費含む）講習時間日　程講習名

３,５９０円 ／ 回
（教材費込）

９：００〜
１２：００

４／１０（金）
スマホ入門講座
※スマートフォン、
タブレット端末をお
持ちください

　／１７（金）
５／８（金）
　／１５（金）

１,５００円／時間
（教材費は別
途実費）相談して決定します

個人教室

訪問レッスン

２,５００円／時間初期設定、トラブル
対応

月５,０００円１３：００〜
１６：００

毎月第２・４週
の２回（火曜・
木曜・土曜日の
いずれか）

CoCoサロン（パソ
コン趣味の講座）

無　料１３：００〜
１５：００

毎週月曜日
（祝日を除く）相談室

※▷パソコンはWindows10、Office2019を使用しますが、詳細は
ご相談ください▷訪問レッスン、初期設定、トラブル対応は出張料が
別途かかります

パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
教
室

シシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルル
ババババババババババ
ーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ーーーーーーーーーーー

※要事前申込（申込順）。原則保護者同伴



9 2・4・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

 
■
請
求
期
間
４
月
１
日
（
水
）
～

令
和
５
年
３
月　

日
（
金
）
※
請

３１

求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
受
け
る
権

利
が
な
く
な
り
ま
す 

戦
没
者
等

の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
令
和
２

年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い

て
、
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
で
、

先
順
位
の
方
１
人 

地
域
福
祉
課

地
域
福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
９

０４２

３８７

１
５
）

 　

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
、

子
育
て
中
の
親
子
な
ど
の
孤
立
予

防
、
地
域
の
見
守
り
を
目
的
と
し

た
非
営
利
の
サ
ロ
ン
団
体
に
助
成

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
立
ち
上
げ
る

方
、
す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
る

団
体
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

 

市
内
を
拠
点
と
し
、
原
則
月
１

回
以
上
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
登
録

団
体
※
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す

 

電
話
で
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎　

儿　

儿
０
２
９
４
）
へ

０４２

３８６

   

６
月
１
日
（
月
）
～
９
月　

日
３０

（
水
） 

市
内
契
約
６
医
療
機
関
、

第
十
一
回

特
別
弔
慰
金
の
支
給

戦
没
者
等
の

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

対
問

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

助
成
希
望
団
体
募
集

対申

健康ガイド

貫
井
北
町
５
儿　

儿　
18

18

〒　
儿
0
0
1
5

184
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

（
☎　
儿　

儿
1
2
4
0
）

042

321

子
宮
が
ん
検
診

時

所

国
分
寺
市
内
契
約
６
医
療
機
関 

令
和
３
年
３
月　

日
現
在　

歳
以

３１

２０

上
の
女
性
で
、
平
成　

年
４
月
以

３１

降
に
市
の
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診

し
て
い
な
い
方 
　

人
（
多
数
抽

８００

選
） 

千
円
※
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
減
免
制
度
あ
り 

抽
選
結
果

は
、
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す 

４
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
郵

１５

送
で
「
子
宮
が
ん
検
診
希
望
」・

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
健
康
課
へ
※
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
可

  

５
月　

日
（
土
）、　

日
（
土
）

１６

２３

午
前　

時
～
午
後
１
時 

保
健
セ

１０

ン
タ
ー 

妊
娠
、
出
産
、
育
児
の

話
、
妊
婦
体
操
、 
沐 
浴
実
習
等 

も
く

お
お
む
ね　

～　

週
の
就
労
妊
婦

１６

２７

と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
（
妊
娠
週
数

は
目
安
で
す
） 
　

組
（
申
込

３６

順
・
初
産
婦
の
方
優
先
） 

４
月

１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

５
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
か

１１

ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１
時　

分

１５

３０

か
ら
（
終
了
は
３
時
ご
ろ
） 

保

健
セ
ン
タ
ー 

お
お
む
ね　

～　
１６

２７

週
の
妊
婦
の
方 
　

人
（
申
込

２０

順
） 

４
月
１
日
か
ら
、
電
話
で

健
康
課
へ

 
【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

５
月　

日
（
木
）
午
後
２
時　

２１

４５

分
～
４
時　

分 

お
お
む
ね
６
～

１５

７
か
月
児
の
保
護
者 
　

人
（
申

１５

込
順
）

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

５
月
８
日
（
金
）
午
後
１
時　
３０

分
～
３
時　

分 

お
お
む
ね
８
～

３０

　

か
月
児
の
保
護
者 
　

人
（
申

１１

１８

対

定

￥

他

申

両
親
学
級
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ス

（
土
曜
２
日
間
コ
ー
ス
）

時

所

内

対

定

申

妊
婦
歯
科
健
診

時

所

対

定

申
離
乳
食
教
室

時

対

定

時

対

定

込
順
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

管
理
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
義
、

試
食
な
ど 

母
子
同
室
で
す 

４

月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

５
月　

日
～　

日
の
毎
週
木
曜

１４

２８

日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け
付
け
は

９
時　

分
ま
で
） 

保
健
セ
ン
タ

１５

ー 

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講
話
な

ど
※
む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

平
成

　

年　

月
生
ま
れ
（
２
歳
６
か

２９

１０

月
）～　

年
４
月
生
ま
れ
（
１
歳
）

３１

の
子
ど
も
※
転
入
等
で
対
象
年
齢

を
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い 

各
日　

人（
申
込
順
）

１２

 

４
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康

課
へ

  
【
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接

種
（
第
Ⅱ
期
）
】

 

小
学
校
に
就
学
す
る
日
の
１
年

前
か
ら
就
学
日
の
前
日
ま
で
に
あ

る
幼
児

【
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
二
種
混

合
予
防
接
種
（
第
Ⅱ
期
）
】

 

小
学
校
６
年
生（　

歳
～　

歳
）

１１

１２

【
日
本
脳
炎
】

 

小
学
校
４
年
生（
９
歳
～　

歳
）

１０

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
】

 

市
内
在
住
で
、
過
去
に
接
種
歴

が
な
く
令
和
２
年
度
中
に　

歳
・

６５

　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

７０

７５

８０

８５

９０

歳
・　

歳
・　

歳
に
な
る
方
。
ま

９５

１００

所

内

他

申

む
し
歯
予
防
教
室

時

所

内

対

定

申予
防
接
種

対対対対

た
は　

～　

歳
で
、
心
臓
・
じ
ん

６０

６４

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
の
障
が
い
の
あ
る
方

（
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）

 

自
己
負
担
額
５
千
円
※
生
活
保

護
世
帯
の
方
は
減
免
制
度
あ
り

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

指
定
医
療
機
関（
要
事
前
予
約
）

 

対
象
の
方
に
は
案
内
を
４
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す 

健
康
課

￥所他

問

 　

ご
家
族
の
み
の
相
談
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

▽
精
神
保
健
医
療
相
談
▽
思
春

期
相
談
▽
ア
ル
コ
ー
ル
等
依
存
症

相
談 

多
摩
府
中
保
健
所（
☎　
０４２

儿　

儿
２
３
３
４
）

３６２ 多
摩
府
中
保
健
所
精
神
相
談
の

ご
案
内

内

問

 
認
知
症
に
な
り
に
く
い
生
活
は

　

何
を
忘
れ
た
か
わ
か
っ
て
い

る
の
が
、
正
常
な
老
化
に
よ
る

物
忘
れ
で
す
。
忘
れ
て
い
る
自

覚
が
な
か
っ
た
り
、
今
が
何
月

何
日
何
時
で
、
こ
こ
が
何
処

で
、
相
手
が
誰
か
も
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
等
、
こ
れ
ま
で
無
か

っ
た
言
動
が
出
始
め
る
と
、
認

知
症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

治
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、

進
行
を
遅
ら
せ
今
後
の
対
応
を

考
え
る
時
間
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。
と
は
い
え
重

症
に
な
っ
て
も
自
尊
心
は
保
た

れ
て
い
ま
す
の
で
、
認
知
症
と

言
え
ば
本
人
が
受
診
を
拒
む
こ

と
も
あ
り
、
糖
尿
病
や
高
血
圧

の
検
査
等
の
理
由
で
医
療
機
関

を
訪
ね
る
の
も
一
法
で
す
。

　

そ
も
そ
も
認
知
症
の
予
防
に

は
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
を
治

療
し
て
お
く
こ
と
が
基
本
だ
っ

た
の
で
す
。
食
事
は
野
菜
・

魚
・
果
実
を
多
く
、
塩
分
は
控

え
め
の
和
食
を
中
心
に
、
動
物

性
の
油
の
少
な
い
肉
も
取
り
、

水
分
は
入
浴
前
後
や
夏
場
は
脱

水
防
止
に
充
分
取
り
ま
し
ょ

う
。
中
年
期
は
太
り
す
ぎ
ず
、

老
年
期
は
痩
せ
す
ぎ
ず
、
〇
〇

さ
え
取
れ
ば
大
丈
夫
、
と
い
っ

た
考
え
は
避
け
バ
ラ
ン
ス
良
く

食
べ
ま
し
ょ
う
。
煙
草
を
吸
い

な
が
ら
サ
プ
リ
を
飲
む
な
ど
無

意
味
で
す
。
寝
不
足
を
避
け
、

昼
食
後　

分
以
内
の
昼
寝
は
お

３０

勧
め
で
す
。
柔
軟
体
操
や
有
酸

素
運
動
（
酸
素
を
取
り
込
み
な

が
ら
の
持
続
的
運
動
）
で
あ
る

散
歩
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
水
泳
・

体
操
ダ
ン
ス
・
縄
飛
び
等
を　
３０

分
位
、
週
２
～
３
回
す
れ
ば
理

想
的
で
す
。
転
倒
や
長
期
の 
臥 が

床
は
認
知
症
の
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
の
で
運
動
機
能
低
下
は

で
き
る
だ
け
小
さ
く
、
運
動
し

な
が
ら
ク
イ
ズ
や
暗
算
を
す

る
、
右
手
左
手
別
々
の
運
動
を

し
な
が
ら
歌
を
歌
う
、
な
ど
多

重
課
題
は
脳
の
リ
ハ
ビ
リ
に
も

効
果
あ
り
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

以
上
、
ひ
と
つ
で
も
生
活
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

小
金
井
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　

牧
野　

英
一
郎

⑥手首も忘れずに
洗います。十分
に水で流し、清
潔なタオル等で
よくふき取って
乾かします。

③指先・爪の間を
念入りにこすり
ます。

⑤親指と手のひら
をねじり洗いま
す。

②手の甲をのばす
ようにこすりま
す。

④指の間を洗いま
す。

①流水でよくぬら
した後、石けん
をつけ、手のひ
らをよくこすり
ます。

写
真
提
供
：
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー

○正しい手洗いの方法

【咳エチケット】
　咳やくしゃみが出るときは、ほかの人にうつさないため
にマスクを着用しましょう。マスクを持っていない場合
は、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を覆い、直接人に
かからないようにしましょう。
【手洗い】
　外から帰ったときや咳・くしゃみを手で覆ったときな
ど、こまめに手を洗いましょう。手洗い後は、十分に水で
流し、ペーパータオルや清潔なタオルでよくふき取って乾
かしましょう。手ふき用タオルは共有せず、ペーパータオ
ル等を使い、毎回タオルを交換するか、個人用タオルを利
用しましょう。
　正しい手洗いの方法については、右記のとおりです。

感染症予防のポイント
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●第１６回森の地図スタンプラリー　
 ４月４日（土）～５月１７日（日） 市
内と近隣の４市に設置されたラリー
ポイントをめぐる散策イベント 無
料（一部入場料等は自己負担） 武
蔵野コッツウォルズ（☎０４２２−３２−
０９６２ https://www.musashi 
no-cotswolds.jp）
●小金井社会福祉士会定例会−ひき
こもり支援　 ４月９日（木）午後
６時３０分～８時３０分 公民館貫井北
分館学習室Ｃ・Ｄ きしゃぽっぽの
会（不登校・ひきこもりを考える小
金井の会）会員 当日直接会場へ 
同会・高橋（☎０８０−３６９９−５３３３）
●小金井みんなのサロン・さくら　
 ４月１１日（土）午後２時～４時 
エアーズシティ集会所（本町１−１４
−４１） お茶を飲みながらお話しし
ませんか １００円（茶菓代） 当日直
接会場へ 同サロン・野口（☎０９０−
９２０４−６２６４）
●０歳から子供も一緒にコンサート
 ４月１８日（土）午前１０時３０分開演 
小金井　宮地楽器ホール小ホール 
動いて歌う参加型 １４０人 大人
１,５００円、３歳～中学生５００円（３歳
未満は膝上無料） 電話またはホー
ムページでピッコロクラッセ（☎０５０
−３４５４−０８４９ https://www.picc 
olo-classe.com/concert４-１８/）へ
●はじめてのおんがくクラブ体験＆
説明会　 ４月１９日（日）午前９時
３０分から 公民館貫井北分館北町ホ
ール 一戸有紀子さん（音楽講師）
 ４～５歳児と保護者 １０組（申込
順） １,０００円（教材代等） ４月１
日から、電話ではじめてピアノの
会・直井（☎０８０−３６３０−２７９８）へ
●オペラ集団I CANTORI　サロン
シリーズ　プッチーニ作曲オペラ
「蝶々夫人」ハイライト・字幕&朗読
つき原語歌唱公演　 ４月１９日（日）
午後７時３０分開演 小金井　宮地楽
器ホール小ホール ２,８００円（全自由
席） 電話またはＥメールで同団体

催催 しし ・・ 講講 座座催 し ・ 講催 し ・ 講 座座

時 内

￥
問

HP

時
所

講

申 問

時 所

内
￥ 申
問

時 所
内

定 ￥

申

HP

時
所

講
対 定

￥ 申

時
所
￥

申

（☎０８０−５９７３−２０７７ i.cantori.tick 
et@gmail.com）へ
●庭木剪定入門　 ５月１１日～６月
１日の毎週月曜日午前１０時～正午
（全４回） 公民館緑分館ほか 笠
原謙次さん（植木研究家） 市内在
住の方 ２０人（申込順） １,０００円 
４月２日から、電話でみどり剪定サ
ークル・笠原（☎０９０−６０２３−８４４３）
へ
●松元ヒロソロライブ　 ５月１５日
（金）午後７時開演 小金井　宮地楽
器ホール大ホール 中学生以上 一
般前売り１,８００円、学生１,２００円、ペア
券３,０００円 保育あり（要事前申込）
 電話またはＥメールで同ライブ実
行委員会・佐藤（☎０４２−３８７−１６６２
＝午前１０時～午後５時 hiro.matsu 
moto.koganei@gmail.com）へ
 

●空手道教室（前期）　  ４月８日
～９月３０日の毎週水曜・金曜日、
小・中学生＝午後６時～７時３０分、
一般＝午後７時３０分～９時 総合体
育館剣道場 月額＝小・中学生
３,０００円、一般４,０００円 教室開催日
時に直接会場へ 市空手道連盟・矢
口（☎０４２２−３２−４７５０）
●北多摩山の会公開ハイキング・安
全登山を学びましょう　  ４月１２
日（日）午前９時京王高尾線高尾山
口駅前集合～草戸山（東高尾） 登
山初級者 １０人 交通費は各自負担
 ４月５日までに、同会・森（☎０８０
−２０７６−５５１４）へ
●第３８回結成記念ゲートボール大会
 ４月１５日（水）午前９時～午後３
時（予備日＝１７日） 上水公園運動
施設グラウンド 市内在住・在勤・
在学の方 ６５人（申込順） １チー
ム２,０００円 ４月８日～１４日に、電話
で市ゲートボール協会・鵜沢（☎
０７０−５０２８−７４５２）へ
●第５８回ゲートボール初心者教室　
 ４月２０日（月）、２１日（火）午前９
時～正午（予備日＝２３日） 上水公
園運動施設グラウンド 市内在住・

糸

時

所 講
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所
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他
申
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対

 

■水道使用の開始・中止は水道局多
摩お客様センターへ　 都水道局多
摩お客様センター（☎０５７０−０９１−
１００＝日曜・祝日を除く午前８時３０
分～午後８時 https://www.wat 
erworks.metro.tokyo.jp/tetsudu 
ki/madoguchi/center_tama.html）

問

HP

■防災教育を徹底しよう　春は入
社、転勤などの事情で、職場の顔ぶ
れが変わる時期です。万一の火災に
備え、日常の火災予防任務・防災教
育の徹底、迅速かつ適切に行動する
ための訓練を実施しましょう。防災
教育、訓練の指導などはお気軽に消
防署へご相談ください 小金井消防
署（☎０４２−３８４−０１１９）

問

在勤・在学の初心者の方 １５人（申
込順） 運動靴で。用具は主催者側
で用意します ４月１３日～１９日に、
電話で市ゲートボール協会・鵜沢
（☎０７０−５０２８−７４５２）へ
●フットサル講習会　 ４月２５日～
７月１１日の土曜日午後６時３０分から
（全７回） 総合体育館 ３,５００円 
２０人 女性の方 ４月２０日までに、
電話またはEメールで住所・氏名・
電話番号を、市サッカー協会・加藤
（☎０９０−８８５５−３３８１＝夜間 kogan 
ei.shi.fa@gmail.com）へ
●初心者・シニアバドミントン教室
 ５月１１日～２９日の間の６日間、午
前９時～正午 総合体育館 市内在
住・在勤の方 ４０人 ３,０００円（６０
歳以上無料） ４月１日～２２日に、
ファクスで住所・氏名・年齢・電話
番号を体育協会バド係（ ０４２−３８４
−４００３）へ 市バドミントン連盟・佐
々木（☎０９０−４０２４−１７５９）
●はじめてのフラを基本から　 ５
月１２日からの毎週火曜日正午～午後

定
他

申

時

所 ￥ 定
対 申

糸

時
所 対
定 ￥
申

FAX
問

時

０時５０分 総合体育館 ２０人（多数
抽選） 月額２,２００円 ４月２１日（必
着）までに、往復はがきまたはＥメー
ルで住所・氏名・年齢・電話番号を黄
金井倶楽部Ｈ係（〒１８４−０００５桜町２
−２−３１☎０４２−４０６−２２８０ npo.ko 
ganei-club@jcom.home.ne.jp）へ
●水泳教室　 ５月１６日～６月１３日
の土曜日午後３時から 栗山公園健
康運動センター 小学校４～６年生
 １８人（多数抽選） ８００円 ４月１３
日（必着）までに、往復はがきで住
所・氏名・性別・年齢・電話番号・
泳力を体育協会Ｊｒ.水泳（〒１８４−
０００１関野町１−１３−１）へ 市水泳
協会・戸田（☎０４２−３２６−２０８７）
●第４５回法人化記念バレーボール大
会　 家庭婦人の部＝５月３１日、
小・中学生の部＝１１月１日いずれも
日曜日午前９時～午後６時 総合体
育館 １チーム４,５００円（小・中学
生無料） ４月５日～１２日に、電話
で市バレーボール連盟・小尾（☎
０９０−６９５６−６３２９）へ

所 定
￥ 申

糸

時
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対
定 ￥ 申

問

時

所
￥

申

広告掲載等のお問い合わせは、㈱ホープ（広告代理店）☎０９２−７１６−１４０１へ

広
告
枠

　毎年野鳥たちのさえずりでにぎわうこの
季節に、バードアイランドフェスティバル
を開催しています。期間中は、初めての人
でもバードウォッチングを楽しめるイベン
トや野鳥のイラスト展など、楽しいイベントが盛りだくさん。バード
ウォッチングベストシーズンの三宅島に足を運んでみませんか。
 ４月１８日（土）～６月１４日（日）
 三宅島自然ふれあいセンター・アカコッコ館（☎０４９９４−６−０４１０
 http://www.wbsj.org/sanctuary/miyake/）

時
問

HP

三宅島バードアイラン三宅島バードアイランドド
フェスティバル202フェスティバル20200

三宅島の鳥　アカコッコ

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）情情報報アア・・ララ・・カカルルトト情報ア・ラ・カル情報ア・ラ・カルトト



112・4・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

　市では、市民の皆さんに健康で快適な生活を送っていただくため、各種保健
衛生事業を定期的に実施しています。ここでは、令和２年度の事業の概要をお
知らせします。病気の早期発見、予防、健康管理・増進にお役立てください。
　なお、各事業の詳しい日程・会場・申込方法等は、随時、市報に掲載します。
 ※１について＝保険年金課国民健康保険係（☎０４２−３８７−９８３３）、※２につ
いて＝保険年金課高齢者医療係（☎０４２−３８７−９８３４）、その他の事業について
＝健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）

問

令和２年度保健衛生事業

【成人保健事業】

対　象内　容実施月日健（検）診名・
事業名

４０歳以上で、令和２年４
月１日以降継続して国民
健康保険に加入している
方

問診、身体計測、理学的
検査、血圧測定、血中脂
質検査、肝機能検査、血
糖検査、尿検査、貧血検
査、心電図検査、生化学検
査（クレアチニン）、眼底
検査（医師の判断による
検査）

６〜１２月
（眼科は３月まで）

国民健康保険特定
健康診査（※１）

後期高齢者医療制度加入
者９〜１月後期高齢者医療健

康診査（※２）

特定健診の検査結果から
特定された支援対象者

動機づけ支援、積極的支
援通年国民健康保険特定

保健指導（※１）

４０歳以上で、特定健康診
査等の基本項目に相当す
る検査を受診した方

胸部レントゲン検査、生化
学検査（尿酸）、生化学検査
（クレアチニン）、血液学検
査（白血球）、貧血検査、心
電図検査、眼底検査等

６〜２月
（眼科は３月まで）

フォロー健康診査
（独自健康診査）

４０歳以上の方
（受診条件あり）

B型・C型肝炎ウイルス
検査６〜３月肝炎ウイルス検診

３５〜３９歳の方、４０歳以上で
令和２年４月２日以降に
健康保険が変わった方も
しくは生活保護等健康保
険未加入の方、１６〜３９歳で
心身に障がいのある方

問診、身体計測、理学的
検査、血圧測定、血液検
査、尿検査

１２月集団健康診査
（独自健康診査）

４０歳以上の方

問診、検診車でのレント
ゲン検査、免疫学的便潜
血検査（胃がん検診・肺
がん検診・大腸がん検診
同時実施）

５ 〜 ６・９ 〜１０・
１１・２〜３月（９〜
１０月は勧奨対象者の
み）

胃がん

が
ん
検
診

肺がん

大腸がん（集団）
２０歳以上で昨年度未受診
の女性問診、細胞診６〜３月子宮がん

４０歳以上で昨年度未受診
の女性

問診、マンモグラフィに
よる検診
①集団検診②個別検診

①５・８・１１・２月
乳がん

②７〜３月
４０歳以上の方免疫学的便潜血検査６〜１１月大腸がん（個別）
１６歳以上の方胸部レントゲン直接撮影１２月結核検診
１２月３１日までに満２０・２５・
３０・３５・４０・４５・５０・５５・
６０・６５・７０・７５・８０歳に
なる方

問診、口くう内診査
（５０・６０歳には医師の判断に
よりレントゲン検査、７５・８０
歳には口くう機能評価）

９〜１１月成人歯科健康診査

１２月３１日までに満３５・４０・
４５・５０・５５・６０・６５・７０歳に
なる女性の方

骨密度測定
骨粗しょう症予防に関す
る保健栄養相談

１２月骨粗しょう症検診

６５歳以上の方

疾病理解、栄養、運動、
歯科など実技や実習を含
む保健指導

１日コ
ース７・９月いきいき健康

教室
健
康
づ
く
り
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
指
導
教
室

２０歳以上の方
各２日
コース

９月糖尿病予防教
室

２０〜４５歳の女性５〜６月骨粗しょう症
予防教室

２０〜６４歳の方各１日
コース

１０月血管若返り教
室

父親と小学生６月親子健康教室

２０〜６４歳の方２日コ
ース１０月

体組成測定で
ボディメイク
教室

市内在住の方

健康に関する医師・保健
師による相談、血圧測
定、体脂肪測定等

年６回成人健康相談

健
康
教
育
・
相
談

健康に関する講演

年８回（医科）

健康講演会 年１回（乳がん自己
検診法）
年３回（歯科）

歯科医師による個別相談
（乳幼児〜成人）

４・５・９・１０・
１１・１月
水曜日午後

歯科健康相談
４〜６歳（未就学）児親
子教室７・３月水曜日午後

口の乾燥トラブル相談
（６０歳以上の方）６・１２月水曜日午後

子どもの歯並び相談（小
学生の方）８・２月水曜日午後

食習慣などの個別相談原則、毎月第３金曜
日午後栄養個別相談

テーマに沿った栄養の講
習会、みそ汁の塩分測定
など

年６回栄養講習会

【母子保健事業】
対　象内　容実施月日事業名

妊婦

妊娠中の過ごし方、妊娠中
や出産後の事業等の案内や
さまざまな不安・準備の相
談（初回面談時にお祝い品
を進呈）

通年妊婦面談

おおむね１６〜２７週の妊
婦とパートナー妊婦体操、妊娠中の栄養、

歯、育児についての講義、
 沐 浴実習など
もく

年４回平日２日
コース

ひまわりクラ
ス

両
親
学
級

おおむね１６〜２７週の就
労妊婦とパートナー

年６回土曜日２
日コース

たんぽぽクラ
ス

生後１２０日までの乳児

新生児の発育や疾病予防、
育児に必要な事項を助言、
相談、子育て支援サービス
等の情報提供（委託訪問指
導員、市保健師が訪問）

１〜２回
（必要回数）

新生児訪問指導
（こんにちは赤ち
ゃん事業）

出生時体重２,０００g未満
児または出生時体重
２,０００g以上で経管栄
養、点滴等の医療を受
けた乳児（１歳未満児）

未熟児の発育、栄養、生活
環境、疾病予防など養育上
必要な事項を助言、相談
（市保健師が訪問）

１〜２回
（必要回数）未熟児訪問指導

妊娠中または産後１年
を経過していない女性

日常の生活相談等支援（委託
訪問指導員、市保健師が訪問）

１〜２回
（必要回数）妊産婦訪問指導

経済的理由のある妊産
婦・乳幼児

経済的に保健指導を受ける
ことが困難な方に、診察や
必要な保健指導

必要回数妊産婦・乳幼児保
健指導

妊婦
妊婦健康管理、流・早・死
産防止、Ｂ型肝炎母子感染
予防、超音波検査、子宮頸
がん検診

１４回、超音波検
査、子宮頸がん
検診

妊婦健康診査

生後５０日までの新生児
聴覚障がいを早期発見し、
早期対応が講じられるよう
に、聴覚検査を実施

初回の検査１回新生児等聴覚検査

健診前月で３か月児
発育、発達の確認および疾
病等の早期発見のための健
康診査、育児等の相談

月２回３〜４か月児
健康診査

乳
幼
児
健
康
診
査

６〜７か月児
９〜１０か月児

乳児の健康管理のため、個
別に健康診査

６〜７か月児・
９〜１０か月児各
１回

６・９か月児
健康診査

健診前月で１歳６か月
児発育、発達の確認および疾

病等の早期発見のための健
康診査、育児等の相談

月２回

１歳６か月児
健康診査

健診前月で３歳児３歳児健康診
査

３〜４か月児の母親
妊婦高血圧症候群や妊娠中
の後遺症などの早期発見の
ための尿検査・血圧測定や
相談

月２回、３〜４
か月児健康診査
と同時に実施

産婦健康診査

おおむね１歳〜２歳６
か月の子ども

むし歯予防の話、栄養・食
事の話、ブラッシング指導年４０回むし歯予防教

室
乳
幼
児
歯
科
相
談
室

４歳未満児で、むし歯
予防教室受講者

個別口くう内診査、歯科保
健指導、ブラッシング指導年４０回歯科健康診査

フッ素塗布・フッ化ジアン
ミン銀溶液塗布ほか年７０回予防処置

妊娠１６〜２７週の妊婦個別口くう内診査、歯科保
健指導、ブラッシング指導年１８回妊婦歯科健康診査

６歳未満児および妊産
婦

身体計測、育児および保
健・栄養相談、母乳相談、
歯科相談※歯科相談は一部
会場のみで実施

年７０回
乳幼児健康相
談（のびのび
広場相談）

母
子
保
健
相
談 市内在住の方離乳食・食物アレルギー・

食習慣などの個別栄養相談
原則、毎月第３
金曜日午後栄養個別相談

妊婦とパートナー、家
族栄養講義と調理実習４・８・１０・３

月
マタニティク
ッキング

食
育
事
業

おおむね２歳〜就学前
の幼児と保護者食育講義と調理実習７・１０・１２・２

月
こどもクッキ
ング

おおむね６〜７か月児
の保護者

離乳食・口くう機能の講義
等月１回

離乳食教室
（２回食への
進め方）

おおむね８〜１１か月児
の保護者

離乳食・口くう機能の講義
と試食月１回

離乳食教室
（３回食への
進め方）

小学生と保護者子ども向けの栄養講義と親
子で調理実習７月親子でクッキ

ング！

乳幼児の保護者家族の健康のための栄養講
義と調理実習１０月ママのための

栄養講習会

６歳未満児の保護者月齢に合わせた食生活のア
ドバイスやレシピ等の配信月１回乳幼児食育メ

ール配信

【医療費助成等申請業務】
受付窓口内　容事業名

保健セン
ター

医師が入院養育の必要を認めた未熟児に対する医療給付養育医療給付事務
１８歳未満の方の、気管支ぜん息・ぜん息性気管支炎・慢
性気管支炎・肺気しゅの医療費助成制度の新規・更新申
請等の受け付け、１８歳以上の方の気管支ぜん息の更新申
請等の受け付け

大気汚染医療費助
成申請等受理事務

原爆被爆者および被爆者の子に係る医療費助成等援護の
申請等の受け付け

原子爆弾被爆者援
護事務

（公財）日本骨髄バンクにて骨髄・末梢血幹細胞を提供
した者および提供者が勤務する国内の事業所に対する奨
励金交付

骨髄移植ドナー等
支援奨励金事務

【畜犬登録事業】
対　象内　容実施月日事業名

犬を飼っている
市内在住の方

飼い犬の登録、狂犬病予防注射済
票の交付、飼い犬の死亡・変更届通年畜犬登録等

健康都市小金井をめざして健康都市小金井をめざし健康都市小金井をめざしてて
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掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

2・4・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1
eevveenntt

催
し

学
び
・
く
ら
し

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

４
月
５
日（
日
）
４
月　

日（
日
）

１２

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬薬局局薬薬局局

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

休日歯科診休日歯科診療療休日歯科診休日歯科診療療この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

休 日 診休 日 診 療療休 日 診休 日 診 療療

 
イサク薬局

（ ）桜町1－8－4
☎042－380－5560

 
トモエ薬局本町店

（ ）本町1－5－12朝日パリオ
☎042－387－7911

 
にじいろ薬局

（ ）梶野町5－9－9クレール1F
☎042－316－3795

 
キタムラ薬局１号店

（ ）本町1－8－12東栄ビル１F
☎042－384－8292

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

待  

山  

医  

院

内
循

緑町2―17―10
☎042―384―5421

北大通り

緑小 緑中 法
政
大

小金井
北高

本町1―13―13
☎042―382―3633

小
金
井
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニッ
ク

内
小

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

東
小
金
井
駅
前
こ
ど
も
ク
リ
ニッ
ク

小
ア

梶野町5―3―25―209
クリオ東小金井パークフロント
☎042―387―1030

北大通り

梶
野
通
り

梶野町
交差点

北口
東小金井駅

清  

水  

医  

院

内
皮

本町4―19―16
☎042―384―1212

北大通り

上水公園
運動施設

貫井南町5―21―37
☎042―385―2322

秋
里
胃
腸
科

交番

貫井南町
二丁目
貫井
団地

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

西の久保通り
胃

嶋
田
眼
科
医
院

眼

東町4―16―30
☎042―385―1156

連雀通り
交
番

至東小金井駅南口
農工大通り

新
小
金
井
駅
西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

小
金
井
南
口
眼
科

眼

本町1―9―3
エステート立花201
☎042―381―1346

武蔵小金井駅

農工大通り前原坂上
　交差点

小
金
井
街
道

南口南口南口

貫井北町3―27―7
☎042―386―7288

一
中

本町住宅

歩道橋

公務員
住　宅

交番中大
附属高

北大通り

く
ろ
だ
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内

ドラッグストア

消
内

〒

う
ち
や
ま
ク
リ
ニッ
ク 東町4―43―15

MKジェムズマンション1F
☎042―382―1715

都営アパート

南口
東小金井駅

内
消
肛
外

前原町1―8―13
☎042―383―8148

霊園裏門
交番
東八道路

霊
園
通
り

小
金
井
街
道

前原坂下
交差点

藤
井
歯
科
医
院

貫井北町1―18―5
グリーンヒルズ小金井1F
☎042―321―8204

坂
元
歯
科
医
院

中央本線
電車庫

貫井北町
交差点

新
小
金
井
街
道

 

毎
月
第
３
木
曜
日
午
前　

時
～

１０

正
午
（
８
月
を
除
く
） 

上
之
原

会
館 

マ
イ
バ
ッ
グ
、
小
銭 

車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
】

　

家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物
を

売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
出
店
受

け
付
け
は
午
前
９
時　

分
開
始
）

３０

■
出
店
者
市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
） 

１
区
画　

円
（
１
・
５

２００

㍍
×
０
・　

㍍
）
■
取
扱
品
目
持

４５

参
で
き
る
物
（
一
般
雑
貨
、
電
気

製
品
、
衣
類

等
）※
び
ん
・

缶
詰
以
外
の

食
品
、
手
作

り
品
、
合
成

洗
剤
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
使
用
製
品
、
医
薬
品
、
動

植
物
等
は
出
品
不
可 

つ
り
銭
や

値
札
等
は
、
出
店
者
が
用
意
し
て

く
だ
さ
い

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

 

診
察
料
１
件　

円
（
材
料
費
は

１００

実
費
）

【
食
器
リ
サ
イ
ク
ル
】

　

リ
ユ
ー
ス
を
目
的
と
し
て
、
家

庭
で
使
わ
れ
て
い
な
い
陶
磁
器

（
瀬
戸
物
）食
器
を
回
収
し
ま
す
。

■
回
収
で
き
な
い
食
器
陶
磁
器
で

は
な
い
も
の
、
ひ
び
割
れ
や
汚
れ

が
あ
る
も
の
、
花
瓶
、
土
鍋
な
ど

時

所

持

他

￥

他

￥

協
会（
☎　

儿　

儿
３
９
８
０
）へ

０４２

３１６

 
【
「
き
た
ま
ち
セ
ン
タ
ー
の
花
サ

ポ
ー
タ
ー
講
座
」
準
備
会
】

 

４
月　

日
（
水
）
午
前　

時
～

２２

１０

　

時 

公
民
館
貫
井
北
分
館 

令

１１和
２
年
度
の
講
座
内
容
の
意
見
交

換 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方 

当
日
直
接
会
場
へ 

同
館

（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）

０４２

３８５

【
季
節
の
草
花
の
３
ポ
ッ
ト
の
寄

せ
植
え
】

 

４
月　

日
（
木
）
午
前　

時
～

２３

１０

正
午 

公
民
館
緑
分
館 

プ
ロ
に

教
わ
る
寄
せ
植
え
の
コ
ツ 

宇
田

川
佳
子
さ
ん
（
園
芸
研
究
家
） 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

　

人
（
多
数
抽
選
） 

千　

円

２４

５００

（
苗
代
等
） 

４
月　

日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
緑
分

館
「
季
節
の
草
花
の
３
ポ
ッ
ト
の

寄
せ
植
え
係
」
（
〒　

儿
０
０
０

１８４

３
緑
町
３
儿
３
儿　

☎　

儿　

儿

２３

０４２

３８７

７
３
０
１
）
へ

 
■
活
動
日
原
則
第
２
・
４
日
曜
日

午
後
１
時
～
４
時 

第
一
小
学
校

ほ
か 

学
習
・
野
外
活
動
な
ど
、

知
的
障
が
い
が
あ
る
方
々
と
と
も

に
学
び
、
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア 

電
話
ま
た
は
公
民
館
本
館
窓

口
（
☎　

儿　

儿
１
１
８
４
）
へ

０４２

３８３

  

４
月　

日
（
金
）
午
前　

時
～

２４

１０

　

時 

公
民
館
東
分
館 

同
館
で

１１実
施
す
る
男
女
共
同
参
画
講
座
の

企
画
に
関
す
る
意
見
交
換
会 

市

成
人
学
校

時

所

内

対申

問

時

所

内
講

対定

￥

申

青
年
学
級
「
み
ん
な
の
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

募
集

所

内
申公

民
館
企
画
準
備
会

男
女
共
同
参
画
講
座

時

所

内

対

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

子

ど
も
連
れ
の
参
加
可 

４
月
２
日

か
ら
、
電
話
ま
た
は
同
館
窓
口

（
☎　

儿　

儿
４
４
２
２
）
へ

０４２

３８４

  

５
月　

日
～
７
月
８
日
の
毎
週

２０

水
曜
日
午
前　

時
～
正
午
（
全
８

１０

回
） 

公
民
館
貫
井
北
分
館 

政

治
・
地
域
・
環
境
・
技
術
革
新
・

芸
術
文
化
の
今
日
的
な
テ
ー
マ 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

　

人
（
多
数
抽
選
） 

▽
秋
期
は

６０市
報
７
月　

日
号
で
募
集
予
定
▽

１５

参
加
は
春
・
秋
期
の
い
ず
れ
か
▽

１
人
１
通
▽
初
参
加
の
方
優
先
▽

高
齢
者
学
級
と
の
重
複
申
込
可 

４
月
６
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
、
公
民

館
本
館
「
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
（
春

期
）
」
係
（
〒　

儿
０
０
０
４
本

１８４

町
２
儿　

儿　

☎　

儿　

儿
１
１

１５

１１

０４２

３８３

８
４

k0
2
0
4
9
9
@
ko
gan
ei-s

h
i.jp

）
へ

 　

図
書
館
貫
井
北
分
室
で
は
、
特

徴
の
あ
る
３
種
類
の
読
書
会
を
定

期
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
ぬ
く
き
た
リ
ー
ブ
ル
（
紹
介
型

読
書
会
）
】

 

６
月　

日
（
土
）
、
８
月
１
日

１３

（
土
）
午
前　

時
～
正
午 

テ
ー

１０

マ
に
添
っ
た
本
を
紹
介
す
る
形
式

の
読
書
会
■
テ
ー
マ
未
定 

各
日

８
人 

観
覧
は
自
由
に
で
き
ま
す

【
ぬ
く
き
た
茶
話
会
（
対
話
型
読

書
会
）
】

 

５
月　

日
、
６
月
３
日
、
７
月

１３

１
日
、
８
月
５
日
、
９
月
２
日
い

ず
れ
も
水
曜
日
午
後
２
時
～
５
時

 

お
気
に
入
り
の
本
や
ア
ー
ト
を

他

申

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー　

春
期

活
力
あ
る
明
日
を
め
ざ
し
て

時

所

内
対定

他

申

糸

読
書
会
へ
の
誘
い

時

内定

他

時内

紹
介
す
る
対
話
形
式
の
読
書
会 

各
日
８
人

【
み
ん
な
で
読
書　

ぬ
く
き
た
サ

ロ
ン
（
課
題
型
読
書
会
）
】

 

４
月　

日
、
５
月　

日
、
６
月

１８

２３

　

日
、
７
月　

日
、
８
月　

日
、

２７

２５

２２

９
月　

日
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前

２６

　

時
～
正
午 

課
題
図
書
を
参
加

１０者
で
読
ん
で
い
く
形
式
の
読
書
会

 

各
日
８
人 

課
題
図
書
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

公
民
館
貫
井
北
分
館 

電
話
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
図
書
館

貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿
３
５

０４２

３８５

６
１

n
u
ku
ikita-lib

@
kcd
.b
i

glo
b
e.n
e.jp

）
へ

    

▽
初
め
て
の
方
は
、
指
導
員
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
▽
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い 

生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎　

儿　
０４２

３８６

儿
２
４
６
２
）

定

時

内

定

他

所

申

糸ス

ポ

ー

ツ

４
月
の
ス
ポ
ー
ツ

個
人
利
用
開
放
校

実施日時　間曜日ところ種　目

１９・２６日午後１時
〜４時日緑　小卓　球

１５・２２日午後６時
〜９時水前原小剣　道

１９・２６日正午〜午
後３時日本町小バドミ

ントン

１７・２４日午後７時
〜９時金一　中柔　道

他

問

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

■
主
催
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会

 

経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）

３８７
 

【
①
公
開
講
座
儿
こ
れ
か
ら
の
、

家
と
庭
】

 

４
月　

日
（
土
）
午
後
７
時
～

１８

９
時　

分 

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス

３０

（　

武
蔵
境
駅
徒
歩
１
分
） 

田

ＪＲ
中
元
子
さ
ん
（
建
築
デ
ザ
イ
ン
会

社
代
表
）
ほ
か 

千
円 
　

人
※

５０

申
し
込
み
受
付
中

【
②
ま
ち
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ゼ
ミ
】

「
こ
れ
か
ら
の
、
家
と
庭
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
事
業
創
造
を
め
ざ
す

ゼ
ミ
で
す
。

 

５
月　

日
、
７
月　

日
、
９
月

１６

１１

上
旬
、
９
月　

日
い
ず
れ
も
土
曜

１９

日
午
後
１
時
～
６
時
（
全
４
回
）

 

東
小
金
井
事
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ほ
か 
　

人
（
多
数
選
考
）

２０
們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

４
月　

日
午
前　

時
ま
で
（
②

２７

１０

の
み
）
に
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
２
２
儿　

儿
２
０
４

３１

０
）
ま
た
は
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（ 

h
ttp
s://h

ere-ko
u
gai.co

m

）
へ

 
■
集
散
時
間
・
場
所
４
月　

日
２４

（
金
）
午
前　

時
小
金
井　

宮
地

１０

楽
器
ホ
ー
ル
北
側
正
面
入
口
集
合

～
正
午
情
報
通
信
研
究
機
構
見
学

後
解
散
（
小
雨
決
行
）
■
コ
ー
ス

エ
ゴ
ノ
キ
緑
地
、
陸
軍
技
術
研
究

所
境
界
石
杭
、
山
王
稲
穂
神
社
、

東
京
学
芸
大
学
、
け
や
き
の
碑 

　

人（
申
込
順
） 

大
人　

円
、
中

２０

１００

学
生
以
下　

円 

４
月
１
日
～　

５０

２０

日
に
、
電
話
で
観
光
ま
ち
お
こ
し

問創
業
支
援
に
関
す
る
お
知
ら
せ

時

所

講

￥

定

時所

定

申
HPま

ち
な
か
観
光
案
内

小
金
井
の
昔
を
知
ろ
う
！

定

￥申

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
・

お
も
ち
ゃ
の
病
院
・

食
器
リ
サ
イ
ク
ル

（
４
月
～
９
月
）


